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經
濟
的
活
動
の
方
面
に
於
て
我
が
日
本
が
國
内
.

に
於
て
直
面
し
て
居
る
問
題
は
所
謂
る
/

經
濟
め
新
體
制
の
確
立
で
あ
る
。
國
防
國
家 

を
建
設
す
る
で
と
を
目
的
，と
し
て
、
國
家
は
從
來
の
經
濟
機
鞲
に
對
し
徹
底
的
な
改
革
を
加
へ
つ
X

あ
る
。
所
謂
る
自
由
營
利
經
濟
の 

機
構
は
其
、歷
史
的
成
長
.

の
內
.

に
種
々
様
々
の̂

陷
を
露
し
て
来
て
、
萁
の
爲
に
色
々
な
^

段
に
訴
へ
て
的
權
力
に
依
る
補
强
工
事 

，が
加
へ
ら
れ
て
來
たP

で
あ
る
。
然
る
に
今
次
の
裹
變
を
契
機
と
し
て
、
國
泯
經
濟
に
對
ナ
る
國
家
の
活
動
は
從
來
の
如
き
干
渉
主
義 

に
止
ま
る
こ
と
を
許
さ
ず
、
積
極
的
に
國
民
經
濟
の
活
動
そ
の
も
.

の

に

入

り

こ

ん

で
_

ら
之
を
指
缥
し
又
a

之
を
計
畫
化
す
る
と 

い
ふ
事
態
を
呈
す
る
に
茧
つ
た
。
斯
様
な
情
勢
の
變
化
は
、
國
民
經
濟
'を
對
象
と
す
る
所
の
理
論
經
濟
斅
に
如
何
に
影
響
す
る
か
と
い 

ふ
に
、
其
f

來
の
純
粹
經
濟
學
は
新
し
き
第
態
に
對
し
て
全
く
役
に
立
，た
な
い
と
い
ふ
批
判
が
今
日
我
が
學
坭
の
一
部
に
於
て
說
か 

れ
る
。
そ
れ
は
大
體
次
の
！

i

り
で
あ
^

。
即
ち
從
來
刃
經
濟
學
の
考
へ
方
で
ば
理
論
的
法
則
士
政
策
的
意
思
と
が
分
離
‘對
立
し
て
居
つ 

七

：、
：
政

策

.は

國

民

經

濟

に

中

涉

釔

加

へ

.

、、
鱭

濟

は

政

策

的

干

渉

比

對

し

ゼ

反

撥

办

至

_

«

的
反
應
を
荽
す
る
ど
.

い
4

»

に
概 

居
つ
た
の
で
あ
る
。
略
言
す
れ
ば
、
■政
策
主
體
は
國
民
經
濟
の
外
に
在
り
、
而
し
て
M ,
濟
理
論
は
主
體
を
外
に
し
た
經
濟
法
則
の
觀
察

:
に
終
始
す
.る
の
で
? >

る
と
さ
れ
た

:.
;̂

斯
樣
為
解
釋
ょ
り
し
て
、
經
濟
法
則
は
經
濟
：の
世
界
に
於
て
1
種
の
自
然
法
則
め
^
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も
の
と
推
淀
さ
れ
5;
'

國
家
の
干
渉
政
策
は
此.
法
則
：の
作
用
を
妨
げ.
る
不
自
然
-^
^

の
：と
着
做
さ
れ
石
檬
：

E

さ
：へ
：な.
つ
"た
め.
で
あ
る
。

ノ
 

、
然
る
に
斯
齡
な
自
然
法
則
的
氣
法
則
'は
：現
實
^

事
態
と
明
か
に
» ;
盾
ず
名
も
：の
セ
^

.
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て
國
家
0
活
動
が
指
導
的
氣
割
を
演
：じ
て
居
：名
時.
に
は
、
圃
家
と
#

民
氍
濟
と
を
對.
立
^
^
:

名
如
き
考
：へ'方
は
無
意
味
で
あ
：る
'と
批
難
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然
る
に
吾
々
の
.

：見
，る
所
忙
：依

れ

ば

，

各
國
の
：統

制

經

濟

政

策

は

孰

：れ

4

.

、
&

來

の

理

論

經

濟

學

土

；の

諸

法

則

を

顧

«

せ̂

れ
锝
な
い
V

.

の
：で
あ
る
o

;

と
^

ふ
意
味
は
經
濟
政
策
が
法
則
通
り
に
其
命
ず
る
所
に
從
つ
て
.居
^

と
^

則
は
改
變
レ
得
な
い
至
1

命
令
で
ほ
な
く
し
尤
、
改
變
の
爲
は
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
尨
い
所S

T

知
識
セ
あ
る
の
で
あ
る
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.吾
太
は
今
日
ム
部
の
人
>

が
目
指
1 >

て
居
る
所
^

經
濟
辄
論
の
革
新
の
試
み
に
就
て.

$

ち.
其
成
果
を
俟
づ
と
い
ふ
態
度
で
あ
づ
.て
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令

茲

に

之

を

杳

定

し

ょ

：ぅ
，と

ば

考

へ

妓

い

が

、
、

唯
，，

斯

圖

♦

下
.

に
#

來

の

理#

經

濟

學

：上
の
：諸

.法

則

を

排

斥

^

ょ

ぅ

と

す

る

考

へ

に

は

反

對

し

茂

變

義
I

。
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パ

吾.
々
は「

經
濟
法
則J

の
意S

を
明
か
•
に
ず
る
と
と
凇
依
つ
弋
、
現
代
の
統
制
^

計
畫
と
：混
亂
の
時
代
に
於
て.
反
つ
て
此「

經
濟
法
則」 

的
認
識.
の
孤
要
散
る
阱
以
を
說
か
ぅ
と
思
4
。
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:

の
意
味
を
' ¥

し
く
理
解
す
各
爲
に
''

先
づ
之
に
關
オ
ざ
親
解
を
訂
す
こ
と
か
ら
始
め
て
：ゆ
く
の
が 

最

も

幼

稚

な

•誤

解

は

經

濟

法

則

を

以

て

 

ー_

種
の
0

然
法
則
と
見
る
ヒ
と
で
あ
る
。
則
ち
自
然
法
則
は
ん
間
の
力
を
以
て
如
何
と
t

變 

更
し
難
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
其
作
佣
を
妨
げ
ょ
ぅ
と
企
だ
て
る
の
は
全Y

無
意
味
、
否
な
有
窜
で
、さ
へ
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
丁 

.魈
濟
理
論
ぜ
鞔
锢
經
濟

 

' 

六
-

ハ
ー
四
九
七

〕

、



、

鸫
濟
现
論

W

統
制
鸫
湃
 

. 

六
ニ 

(

一
四
九
八

〕

度
春
夏
秋
冬
の
天
地
の
運
行
は
自
然
必
然
的
で
あ
つ
て
、
人
間
は
之
に
對
し
て
如
何
な
る
力
を
も
振
ふ
こ
と
は
で
き

^,
い

の

と

同

様 

で
あ
る
。
經
濟
法
則
の
妥
當
性
を
主
張
す
る
ヒ
と
は
、
故
に
同
時
忆
之
に
對
す
る
國
家
の
勢
カ
を
否
觉
す
る
こ
と
で
あ
つ
て
、
國
家
が 

，
經
濟
法
則
に
干

」

渉
す
：る
こ
と
は
無
意
味
で
.あ
る
許
り
，で
な
く
有
害
で
あ
.る
と
と
と
な
る
。

：

例
へ
.ば
市
場
債
格
は
需
要
と
供
給
の
相
關
關

. 

J 

.係
に
敗
夕
て
定
ま
る
と
か
'
市
場
慣
格
は
絕
ぇ.ず
芷
常
價
格
ゼ
中
心
と
；じ
て
..之
よ
り
遠)

<'
離
れ
.て
安
定
す
る
も
の
で
：な
い
と
い
ふ
古
典 

-

•的
#

法
則
：に
就
て
い
ふ.な
ら
ば
，
國
家
が
勢
カ
を
'以
て
修
給
の4

致
し
な
い
點
に
價
格
を
公
定
1>
-
た
办
、
，
正
常
惙
格
か
ら
遠
.く
離
れ
た 

所
に
慣
格
を
公
定
し
て
も
，
斯

ぐ
0
如
き
公
定
價
格
は
有
名
無
實
|

§̂
.
て
：實

馨

場

に

於

：て
撖
立
し
念
ヤ
か
、
：
そ

5.
で
な
け
れ
.ば
そ 

れ
は
各
人
相
互
間
の
交
換
取
引
を
阻
害
し
、
經
濟
活
動
を
窒
息
，せ
し
め
る

.で
あ
ら
ぅ.と
考
ヘ
、ら
れ
る
の.で
あ
る
？

其
故
に
經
濟
法
則
の 

/

姿
當
性
を
說'•
<
も
の
は
國
家
わ
政
策
的
活
跡
を
成
る

^
ぐ
排
厗
せ
ん
と
；す
ふ
に
.至
る
：の
ゼ
各
つ
て
、
其
好
き
：例
は
古
典
學
派
の
自

ri
l
主
' 

:
v-
義
.や
限
界
效
用
學
派
の.個
人
主
義
的
傾
向
に
見
ら
れ
る
と
推
定
さ
，れ
る

。

.
C

6
,:
•

•
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(

鼓〕
」

例
へ
.ばf

ト
の
_

は
賀
袁
の
如
き
文
句
を
以
て

^
ま
る
。

丨
ぐ.

.

,
:

:

:

バ，

:

n
勢
力
と
經
濟
法
則
と
の
關
係
疼
就
，て
，の
問
題
は
經
濟
に
對
す

.各
國
家
の
极
本
關
係
に
關
す
る
.も
の
で
あ
る
。
若
し
も
經
濟
め
全
體
の
搆
成 

•

.
を
其
自
身
の
内
か.ら
決
定
す
る
法
則
を
立
證
す
る
.こ
と
に
減
功
す
，る-&
ら
ば
、
其
場
合
に
は
此
領
域
忆
對
し
て
國
家
の
行
動
ば
、
ど
ん
：な
形
で 

..•

 

「

實
行
さ
れ
よ
ぅ
と
も
不
要
で
あ
る
許
り
で
な
く

★
有
害
で
.な
い
.と
す
れ
ば
無
意
味
で.あ
る
こ
と
に
な
る0
之
が
爲
：、
經
濟
は
國
家
を
外
に
し
て 

•境
を
限
定
し
、
其
自

U
f

則
性
に
於
て
そ
れ
獨
特
の
規
趂
の

.體
茶
を
保
持
す
る
し

(
R
a
t
h
v
^
a
q
h
t
'
u
n
d
.

 

W
i
r
t
s
c
h
a

ぼ

:

1

つ
の
經
濟
法
則
を
ば
人
力
に
依
る
も
如
何
と
も
な
し
.難
い
自
然
法
則
で
あ
る
士
解
す
名
と
と
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
改
め
て
說
く 

.

例
へ
ば
需
要
供
給
の
法
則
に
就
て
：み
る
な
ら

.ば
、
市
場
償
格
は.需

要

と

供

給

の

r

致
す
る
.所
.に
定
ま
る
と
い
ふ
命
題
は
、
決
し
.て
.需

要

な
り
供

給

な
り
が
人

爲

的

に變
更
し
得
な

’い：も
.の
で
あ
る
と
.

い
.ふ
意
味
を
含
ん
セ居

ち
ぬ
。
或

る

，方
法
に
：依
づ
て

或

は供
給
を
增
減

.

..

.

.

.

.

-

し
，
或
は
需
要
を.
加
減
：す
る
こ
と
は
左
程
困
難
な
仕
事
セ
は
な
い
。.
之
に
依
つ
て
市
場
價
格
の
引
上
げ
又
，は
引
下
げ
を
合
理
的
に
實
行 

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら
ぅ

0.

M-.

濟
法
则
を
貝
然
法
則
と
同1

視
し
、
鹵
家
的
干
渉
や
政
策.
の
有i

鲰
益
釤
稱
べ..
■る
と
,̂
が
帅
何
に
幼
稚
な
I

に
棊
づ
く
か
は
更 

.
に
鮮
說
す
蚤
要
5:
見.
敦
パ
で.
あ
ら
ぅ
。
今
日
ラ
：丨
ト
の
樣
な
誤
解
'を
爲
ず
も
の
は
殆
ど
居
な
い
で
あ
ら
. 5
。
：

.

I
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 •
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•
 

•

>.-
 

•••
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•
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*
 

•
 

•
 •
 
■

第
二
.に
、
經
,

則
を
ば
絕
對
不
變
で
な
い
ま
セ
も
、
鉋
く
ま
セ
服
從
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
自
律
性
を
持
，て
る
も
わ
と
見
て
、
ソ
國
家
の
.政

.

'
 ■ 

•+.
.
..

 

' 

' 

' 

- 

- 

.. 

. 

. 

- 

. 

... 

. 

. 

.

.

.

. 

.

，策
は
唯
之
に
從
ふ
.に
在
る
と
す
る
紫

'へ
が
■.あ
る
。'斯
様
な
考
へ
方
は
準
自
慾
法
則
的
と
稱
す
る
こ

.
'と
が
で
き
るo
此

考

へ

は

例

へ

ば 

，
市
場
價
^
^
定
の
^
則
は
侵
す
ベ
が
ら
ざ
る
眞
理
で

f

あ
ね
、
之
を
無
.視
ず
る
こ
と
は
f
詮
な
い
と
す
る
。
若
し
或
商
：品
價
格
を
變

M
し
よ 

:
ぅ
.と
す
れ
ば
、
當
該
財
貨
に
對
す
る
需
要
な
り
其
供
給
.灰

^
に
.對
し
て
.何
等
か
の.影
響
を
與_へ
な
け
れ
ば
：な
ら
ぬ
。

.直
接
迄
^

• 

• 
I
 

• 

. 

' 

’ 

- 
..
 

•- .
•
•
.

-

渉
し
、
：
需

給

；の
，

1

致
す
る
-以
外
：.の
點
に
M
格
を
公
定
す
れ
ば
、
か

 

>
 る
公
定
價
格
呔
結
局
實
際
市
場
に
^

て

 

或 

ひ

呔

顆

場

の

如

き

夂

の

を

反

两

に

生

^ '
し
む
：る
か
、

然
：ら
ず
ん
ば
帘
場
取
引
の
停
滯
を
生
：む
に
至
る
の
で
あ
る
。
故
に
政
策
當
^

者 

は
飽
く
ま
で
經
濟
法
則
を
尊
重
し
、

「

之
に
則
，つ.て
經
濟
政
策1

行

ぜ

ね

ば

な

ら

：ぬ

：
の

，で

あ

：る

。

■-
へ

'

,

-

.

ノ
準
自
然
法
則
說k

は
確
か
：に
ー
風
の
規
實
跑
槔
據
が
含
ま
れ
て
居
る
け
れ
茳
も
ソ
經
濟
法
則
の 

る
爲
に
は
、

.吾々
ぬ
更
，に
も
ケ
：と
深
く
堀
り
卞
げ
て
考
へ
ズ
見
石
必
要
：が
あ
る。
。

;

:
,

經
濟
摩
上
：の
諸
法
則
I

會
法
則
で
あI

I

思
味
は
之
：裏
^

第i
,

に
そ
れ
は
！

HI

的
合
理
性
の
法
則
で
あ
る
と
：い

4

こ
と
で
あ
る:0
輕

濟

生

括

は

人

間'の
§

生
活
の
"

 ̂

人
間
が
'
.

1;.

つ 

の
社
會
に
於
て
目
的
的
行
動
を
な
し
、
意
味
あ
る
坐
活
を
營
む
以
上
、
其
意
味
は
當
然
經
濟
の
側
面
に
も
映
し
出
さ
れ
•る
に
相
違
な
い 

經
濟
理
論w

統
制
鸫
濟
 

< 

•六
H 

(
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四
九
九〕



經
‘濟
理
鞔W

絲
制
經
濟 

'
 

-

六
四
，

C
1

§
0

〕
’  

,

の
で
あ
，る
。
而
し
て
經
濟
法
則
と
は
此
人
々
の
行
動
の
中
に
見
ら
れ
る
目
的
合
理
性
の
傾
问
を
諭
理
的
な
抽
象
操
作
に
依
つ
て
浮
彫
に 

，せ.
る
も
，の
で
あ
る
か
ら
、
其
法
則
は
、
ど
ん
な
に
機
械
的
な
形
，式
を
以V

表
現
さ
れ
て
’居
る
，場
合
で
も
、
意
味
法
則
と
し
て
理
解
さ
れ 

な
け
れ
城
な
ら
也
。
例
べ
ば
市
場
傻
格
決
定
の
法
則
は-

其
代
表
的.
な一

例
で
あ
る
が
、.
此
法
則
に
は
、
人
々
が
其
經
腐
活
動
に
於
て 

各
自
の
！

3
!

的
刺
斷
に
戡
づ
•
い
て
よ
り
大
な
る
利
益
を
望
み
，、
又
全
然
な
い
よ
り
ば
少
し
で
も
利
益
を
獲
，得
し
よ
ぅ
と
す
る
合
目
的
性
が

働
い
て
居
，る
こ
と
を
兇
落
し
て
は
な
ら
ぬ
。 

» •
 

'
 
•

•

 

•

•

.

 

.

1 

.

.

.

.

.

.

.
 

.

.

.

第

二

に

、

一
兀
來
理
，
論

經

K

學

上の
！
！

法

則

は

常

に一

定
の
辦
提
、

.
1

定
.の
條
件
の
下
に
於
て
の
み
妥
當
性
を
有
す
る
所
の
論
现
的
法 

,に
於
け
る.與
件
の
概
念
忙
依
，っ
；て
期
瞭
：に
せ
ら

^

て
雇
る
，.卻
ち
純
粹
經
濟
擧.は
^

_

灰
柚
#

俯
に
茈
瞰
に
：浮
嚷
出
爷
叱
尤.
現

邊

解
.
の
杀
段
を
#
^

爲
：杧
9

其
經_

的
活
動
^

、；着
動
：の
な
さ
^

把
社
會
的
の
根
本
；條
件
を
取
出
し
て
之
を
一
定
な
も
の
と
す
る
の
で
あ
る

。

@
. 

.
:

:■
■

此

與

件̂

中

ヒ

ゆ

ス^

の
經̂

活

動

ヒ

影

響

す

る
^

切
の
經
濟
外
^
た

''
«

^

が

紅

括

せ

ら

れ

ざ
5:
0
 

:

を
無
親
ず
る
.

の
で
な
く
、
之
を
總：

て.

與
へ
ち
ル
た
^

條
件
ふ
ル
て
受
久
れ
る
の
で
あ
る
。
經
濟
生
沽
に
關
係
^

尨

i

■れ
ば
影
響
も
な
い 

現
象
故
之
を
取
人
れ
る
ヒ
と
が
で
岸
な
い
の
で
あ
：る
。：
此
事
は
經
濟
生
活
と
い
：■
ふ

も

，の
が
、
人
間
の
社
會
生：

活
.
'の

--
-
部

分

で

な

く

し 

.

て
•

：

一
 ：

面
で
'

あ
る
と
^

ふ
解
釋
如
.

ら
當
然
類
推
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
ぅ
。
人
，の
經
濟
浩
動
の
内
容
を
爲
す
所
の
”
■

家
.

的

法

律

：秩

序

や

行

傲

機 

■

構
、
道
德
晰
规
範
、.

國
爲
的
潜
憤
、.

，
國

民

的

文

化

等

孰

れ

も

經

濟

の

與

件

で

な

い

% '

の
は
な
い
。
然
も
妣
等
の
も
の
が
入
の
經
濟
行
動 

< D
.

內
容
に
影
襻
を
.

及
ぼ
.

す
腺
坎
に
於
て
興
件
と
屢
< 0
:

で
ぁ
る
。

；

- ;
'

-'
.

。

-
.
:
:
'
,

'.
^

^

^

; '
.

例(

ば
或
國
杧
於
げ
る
政
治
_
織
が
政
.黨
政
治
で#
る
.か
獨
^

治
で
ぁ
る
か.は
直
接
經
濟
め
問
題
に
方
ち
ぬ
し
、

.又
與
件
^

考
慮
す
る
必
要
も
な
い
か
も
し
れ
ぬ
o
l

蓋
し
そ
れ
仗
直
接
に
經
濟
と
はi

p

係
•
た
か
ら
で
あ
る
o

併
し
此
等
の
：政
黨
义
は
獨
裁
者
が
經 

、

.
：濟
活
動.
を
規
定
ず.
る
法
律
を
作
り
、.
命
令
を
出
し
て
人
民
の
經
濟
活
動..
の.
現
在
と
將
來
に
影
響
を
與
へ.
る
と.
す
れ
ば
、
，或
は
.一
ち
の
經 

.

濟
■
樯
上.
必
翁
的
な
關
孫
を
有
ず
る
と
す
れ
ば
：、
：此
等
の
政
治
機
關
は
經
濟
活
動.
を
i

す
る
與
件
と
し
て
の
意
味
を
：脖
つ
て
#

る
、

‘
:

又
若
:1.
其
自
欐.
が
經
濟
福
動
を
爲
す
限
り
に
於
て
、'
其

：
一

風

が

馨

生

：
體

土

^
¥

が
直
接
の
：問
題
：上
な
つ
て
來
ゐ
の
で
％

石
0.:
或
：ひ
は
-. 

.

又
立
法
機
養
の
作.
つ
た
法
律
は
”

そ
れ
が
縱
令
办
經
濟
に
關
係
す
る
も
の
で
あ
0

て
如
、
實
際
に
人
々」

の
經
濟
生
活
の
內
容
を
規
定
し, 

.

..
な
け
れ
ば
、.
制
等_

濟
的
激
*

味
灰
特.
つ
名
上
な
;<
、
# -
う
て
與
，件
と4

で
之
金
取
人
れ
る
必
要
も
取
い.o

.斯
く
の
如
き
法
規
は
荷
名 

無
實
で
#

つ
て.
社
會
生
活
に
と
つ
て
何
等
猶
»

の
な.
い
、為
の
で
あ
る
ふ
|«
へ
る
で
ネ
ら
ぅ
。：
.
例
：へ
ば
贫
商
品
の_
最
高
儇
格
を
規
：定
す
る 

•
へ
法
令
が
發
せ
ら
れ
喪
場
合
に
、.
現
實
め
# .
場
に
於
て
.-
'

其
檨
な
高.
い
慣
故
&
«

商
品
'の
：寶
蒽
_せ
ち
れ
る
藎
然
衡
が
殮
ど
垒
く
無
い
と
ぃ 

"

ふ
樣
尨
時
"に
は
、
：斯
か
洛
法
令
は
法
令
上
,1
>
て
空
廣
な
^

の.
で
あ
る
。.'
又
绩
に
* '
社
^

太.
多
數
の
人.
タ
が
：公
定.
の
最
^

一

L

て
其
以
上.
の
償
格
で
該
商
品
の
取
別
を
行
つ
て
居
つ.
て
、- -
其
取
締
り
が
殆
：ど
行
は
れ
て
居
ら
ぬ
樣
な
場
合
に
：は
ー
其
最
高
質
格
令
は.

.. 

1
 ' .

■.
 

.

..

有
名
無
實
：で
：あ
り
ク
與
件.
た

：
る

資

格

を

：備
へ

-.
て
：
居

必

ぬ

：
と
ー
い

-

 ̂

ン

- '
.'.

'

..
吾.
々
，が
經
濟
活
動
玄
語
^

、-'
:.
辉
濟
現
€
^

說
明
し
，
填
鼠
に
薩
的
狀
態.
を
限
定
オ
る
匕
は
、、
.
此
等
礮
經
濟
活
動.
：に
影
響.
を
及
ぼ
す.

'

-.
1
切
の
：滌
件.
は
雜
て
之
を
與
件
と
ル
孓
前
据
す
る
.^
で.
あ
各
.0
斯
く.
の
如
き
^ ,
理
的
操
作
は
唯
々
：單
に
現
實
の
經
濟
現
务
中
に
看
^

-*
'
せ
ち
れ..
る
所
の
社
會
的
經
濟
活
動
の.
根
本
關
係
を
明
瞭
に
：理
想
塑
の
形
‘

於
て
取
出.
す
爲
に
抒
は
れ
么
£
過
ぎ
な
い
0
.
'
吾

々

は

此

際

現
 

'

镡
の
狀
態
が
其
儘
で
此
靜
態
を
保.
っ
：

)V

居
•
る
^

主
：張
^

る
务
の
&
餐
.
ぃ
';
0
^

實
成
氣
ぇ
要

態
^

動
免
そ
れ
は
叉
新
た
#

名
安
®

的
狀
_

ぺ
向
は
; 5

忐

す

名

靖

應

：の
：
カ

.

^

む
：厶

い

ふ

晴

は

ャ

滷

應

5

霞

备
 

.

合

成

狀®

呈
:1
>
;

て
-

居

る̂
&

あ

る
- 0

，吾 

<

は

寒

か

&

先

タ

一

定

の

务

與

的

狀

賴

の

理

想

型

を

獻

妒

出

だ

し

ヴ

然

名

後

に

之

を

足

瘍

. 

鹤
濟
賴
：癖

？
栽
顧
：輕

祷

.
-

六
五-

、

s

5 E
o

'

l

-
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{§ 
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轉
郜la. 邱i-
S： 
1

為

.

パ 

I

s

i
.

I

O
 

X
 

g
j

^
g
e

と
し
て
適
應
、
不
均
衝
や
發
展
の
現
象
を
探
ら
■ぅ
と
す
る
に
過
ぎ
な
い_
。
故
に
純
粹
經
濟
擧
は
靜
態
論
の
み
に
終
始
す
る
も
の
で
あ
っ. 

、
て
、
其
以
外
の
問
題
に
進
み
得
な
い
を
考
へ
る
の
は
天
な
誤
り
で
あ
る
。
殊
に
現
代
の
如
く
、經
濟
的
の
攪
亂
•不
龙
衡
の
特
に
顯
著
な 

時
代
に
は
、
與
へ
ら
れ
た
る
條
件
の
變
化
と
其
經
濟
的
變
化
に
關
す
る
問
題
，が
大
な
事
局
的
の
問
題
と
な
•
っ
て
居
る
；*
而
し
て
此
問
題 

の
解
決
の
爲
に
は
、
靜
態
の
理
論
を
觅
場
と
す
る.
こ
と
は
ど
ぅ
し
て
も
必
要
で
あ
‘る
の
で
あ
る
。

.

さ
て
前
述
の
如
くr

經
濟
的
變
動
を
惹
起
す
る
原
因
を
總
て
與
件
と
す
る
尨
ら
ば

、

一
般
的
な
或
る
靜
的
狀
態
が
生
ず
る
と
い
ふ
；̂

,
..
•, 

• I-. 

• 

i
 

•; 

. 

....
 ...
 

.  -

•

.

 
;
 

-
 

...

. 

Jf
 

-
 

...

.. ...
 

••
■•••
■..... 

...- 

.

:•
と
、
へ
換
實
ず
れ
ば
諸
：種
の
經
濟
瑰
«

の
間
；に
見
ら
れ
る
- -

f

理
I

然

的

置

れ
V

I

こ
と
で
あ
る
。
結

果

か

ら

見

れ

ば

一

.
定
の
關
聯
の
：生
れ
る
«

|

ざ
—

與
f

定
め
た 

,

.

< !
•

と
.

に
な
る
：
の
.

で
あ
.る
か
^
、
'經
濟
法
則
は
論
理
上.自
明
の
：理.で
：あ
る
と
言.へ
.る
。.
'此
意
味
に'於
て
㈣
濟
.の
S

S

M

f

I

I

 

h
k
e
i
t
)

と
は
ト
ォ
ト>
ギ
1
.で
あ
る
と5
ぃ0
て
も
差
支
へ
な
い
。
蓋
し
經
濟
の
©
律
^

は
緻
て
.經
濟
外
的
な
る
も
の
を
與
件
と
.す

る

£:
'
. 

と
に
依
っ
て
初
，て
贏
ち
.得
ら
れ
る
ネ
の
，だ
か
ら
で
あ
る
。
吾
々
が
經
濟
現
象

^
 ̂

一

.

は
'
吾

.々
の
：
_

理
的
試
み
：が
成
切
し.
た
と
い
；4.

こ
：，
と

を

意

味

す

る

」

^
 

、
必
ず
し
も
現
賢
に
其
通
り
關
係
が
在
る
と
い
ふ
認

» 

.
 

一：
.
 

.. 

*

■- 
1

1

1
.

^

1

^
 

パ

、

.

丨

 

''
:

其
故
に
經
濟
め.
自
律
性
厶
は
同
義
語
'
の
反
覆
で
あ.
る
と_
爲
る
結
果
論.
の
み
に
注
意
を
向
け
る
な
ら
ば
ノ)

經
^

.• 

- 
•
 

•••••• 

• 

• 

• 

• 

• 

I 

• 

• 

- 

•

.
 
.
 

. 

. 

.

丨

：念
的
遊
戯
に
逾
ぎ
ぬ
も

..
の
と
さ
れ
：て
し
ま
ふ
ヤ
あ
ら
々:0
':,
'.
,
:
 ̂

. .
:■:
 

•
;
.
.

.•

,

ぺ
併
1

為

が

盒
: 5
ば
&
^

な
評
言
む
甘
受
し
亡.
は
な
ら
ぬ
。-
即
ち
第
一:1ー
に
：經
搞
法
則
が
：

一

^

の
論
理
的
構
成
物
と
し
て
倌
b

上
げ
ら 

.

れ
る
其
极
底.
に.
は
、
：與
へ
5-
れ
た.
る
或
る
社
會
杧
於
け
^
經
濟
生
活
：が
か
ぐ
(0
紕
ぎ
法
則
的
關
聯
を
潜
ギ
せ
て
居
る
と
：ぃ
ふ
事
實
が
ぁ

:

る
>

で
.

氙

る
*

:

與
件
ー
の
：
諛

定

は

邶

调

聯

を

最

;̂

明
_

尨

ら

し

む.

る

目

的̂

以
' ^

經

濟

外

助

耍

素

を

無

視

乃

至

：固

定

さ

：せ
，る

所

.の
鼯
理
的

他 
 ̂

V
. 

一
'

,

'

.

':
'

 

•

; .
•:
•
■'
;

.

..
 

^
 

-

 

ニ
.

.
、
則
ち
吾
々
はニ

；：

定
0
擬
制
^

形
に
於
て
人
間..の
生
活
活
動
の
經
濟
的
惻
面
に
在
；る
所
©
根
本
的
關
係
、；卽
ち
種
々
な
る
經
濟
現
象.
P 

成
立
を
部
能
な
ら
^
办
る
斯
の
«

本
的
不
可
欠
の
關
懷
を
把
握
し.
'ょ

? ,
^
す
^ :
^
$
^

石
々
紙
'0
;
て.
そ
れ
は
^ :
る

現

實<©
中

疋

克

配

す
 

:
る

'̂
則
で.
あ
る
が
、
へ
同
時
に«

節.
其
物.
と
，
し
：
て
，
見

ら

れ

：る

所

'の
も
：の
：で

,
ぃ

々

我
>.

が
人
呢
の
社
會
举
、

於V
見
ら
^
る
表
面
的 

の
氍
濟
現
.«
の.
內
部
に
潜
む
所
;̂
家
定
§
關
保
ト
柬
め
ヤ
之
を
發
見
ん
得
る
の
：ば
，
餘 

:
に.
^
尨
ら
^

ー：#

浓
に
な
レ
も
，の
を
我
々
诚
乳
猶
技_

ぬ
依
つ_
て
#
^

的
に
創
邋
す
る
の
で
は
な
い
。

、
然

'る

に

十
社
會
に
於
け
る
人
間
妙
.經
■

生
活
；に
影
歡
す
ざ
w :
々
'の
輿
件
はj

定
0
時_

を
通
じ
て
參
定
的
で
は
あ
ク
て
も
、
：決
^

て 

1:
定
不
赞
で
は
方
ぐ
、
時
A
所
^ .
を
異
に.
し
ズ
千
差
寓
商
で.
あ
り
、
其(

重
要
性
に
於
で
が
職
重
輝
々
の
程
度
を
示
し
；て
薜
る
の
^

が

る
.
°
 

.
從
；つ
：て
個_
_
:々(
7)
表
» -
的
な
想
翁
に
^

ぃ
；
て

勘

、

が

觀

察

；
の

>
緊

向

け

灸̂

誇

出

す■
こ.
.と
；は

：で

き
^

>

;0
' »

際

に

龙

て

社

會

的

憤

習

:'
-

.

4迭

的

联

ぞ

：ヤ
定
不
變
で
な
く
、
同
時
に
地
域
的
：に
各
種
各
樣
セ
あ
る
0

人
. 

.々

の

文

化

的

，敎

|

:|
->
«

雕

别

截' ^

灰

そ

：れ
^

_

瞭

に

類

型

；化
し
：得

^

^
 

で

は

な̂

ぺ
入̂

の̂

動

の

合

理

性

と

.雖

も

必 

±

し̂

芷

.1
>

' <

守
ら
爪
て
居
な
ぃ
' 0

ー：意

观

的

に

：深

捻

無

廣

識

的

に

、

*

性

的

刹

斷0 :

欠
* .

か
：̂

不

合

理

的

な

枉

動

は

屢 

へ
で
：あ

る
.:-
°

人

間

が1

«

て

與

へ

ら

、
れ

た

.

る
自
然
的
環
境
に
對
處
す
、る
態
度
に
は
常
識
的
に
不
變
で
あ
る
と
見
ら
れ
，る
も
の
. 

が
あ
る
- ^

れ̂

も
ノ
是
れ
丈
け
か
ら
社
會
法
則
が
坐
れ
て
來
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。

•..

珍

.

：

.

そ
卷
に
我
タ
が一

つ

の

霞

A
T

し
て
純
粹
經
8

的
法
則
を
荽
す
る
^

そ
れ
が
其2

：

在
的
な
意
味
に
於
て
も
、
そ
の
現
.實
的 

，の
條
件
に
於
て
も
決
し
て
現
實
そ
の
も
の
を
寫
す
も
;<
o

で
^

い
と
ど
を
意
識
し
ゼ
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ん
'\
'

又
そ
れ
が
，极
本
に
於
て
例
外
な 

越
濟
理
雛
^
統
制
鸫_
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銶
I

f

着

餐
 

'

交
.

<«賢
に
爱
當
す
る
と
早
ま
つ
て
想
定
し
，て
な̂

.ち％
。

.

.

.

，純
粹
經
秦
學
的
紙
則
の
贺
質
的
な
意
诛
：は
當
•該
我P

.

が
定
立
■
せ

ら

れ

た

る

後

，
に

货

’，て
、

‘

そ
外
艽
领
る
所
‘の
假
說
そ
ー
つ
ぐ
取
り
城. 

_づ
し
，て
よ
り.現
赞
的
な
.
.る
條
件
•
に
，
置

き

換

、
へ

七

見

か

.

.
こ

と

•
で

':
^

る
。
•
或-a
,
叉

非

.
职
實
る
擬
¥

取
つ
て
具
體
的
現
實
的
な
る
要
件 

を
附
し
て
其「
現
資
性
1を
微
夜
す
る
；こ
と
が/泌
-«
で
^
る
'
0 

:
此
"現
-*
性
め
检
證
«
然
る
妹
、
滴
僻
に
常
識
咎
測
が
魂
實
構
明
.の
武
器
と 

U
て
役
立
つ
、所
以
と
な
る.の
ヤ
>
る
。
，盡
>
此
方
法
を
通
>
て
：我
々̂

-t
e

々
一
の
社-#
袖
«

^
や
自
?^
的
%
件
が
'如
何
な
^

^
濟
的
^
義 

.を
持
つ
か
.、
如
伺
な
る
經
濟
的
勢
为.を
：示
す
.か
と
，い
.ふ
^
士
，̂
如
り
.
得

る

，
加

ら

^

ぁ
^

>^
我
.々
-0
經
濟
敬
策
上
.の
研
究
も
亦
主
と
し
て 

*
方
茴
に
萁
法
意
..を
集
め
名
も
_の
、：で
ぁ
る.

)

竊

>
;
;
が
社
會
‘現
象
'9
硏
究
.
.
£ 

1
.
:
_

其
：論
理
的
.
^
的

；
を

達

^

し

灰 

;後
に
&-
て
：
、
.
此
先
取
拂
り
;̂
«

る
、
1?
:

^

^

依

つ

て

，
の

み

®

義
を
芣
す
の
，で‘
るp

te
p
t>
一
 
づ
.の
論
理
的
躲
作
と
し
て
覬
實
め
狀
耀
か 

ら
成
、る
與
»;
;|
:
除
外
又
»
固
定
^
す
名
^
>:
*は
、
/其
除
^
又
^
掘
免
さ
れ
た
る
與
件
亦
如
何
，な
る
程
度‘に^
て

,»
該
*

*
^ -
法
'-
1
0に
、對 

し
セ
意
義
を
機
つ‘
'か
と
^4

こ
^
を
囊
す
る
と
.と
に
依
つ
て
の
，盒
«
義
を
.持
づ
，の
で̂

冬
'°
#

^
言
：；{

^

議̂

麻

其
«
立
^

:

爲

片

权
さ
れ
灰
.る
論
_
麗

作

龙

茧

嫵

膨;?
說

：所
の
；
_

興
身
の
#

妻

明

確

に

知

：る
爲
ヒ
必
要
な
の
で
ぁ 

、.る
。
-懂

K:
特

に

經

濟

敗

か

芩

1

4
0が
み
ぞ
：柚;«
す
电
泰
義
：が#

辱
の
#

ぁ

る
--
°正

； #

パ
.

ク̂
：め_

謂
贫
る
_

^
: «
樣

*

^
ば
#

理 

B

.上
め
.资

、に

於

て

が
:^
れ
る
: «
空
<0
擬
制
^ ,
、
#

み
，後̂

|

#;€
>

»
^

^

€

奴#

9
:選

#
伸
^

^

^

場
合
杧
如
御
な
^
猶 

:
.架
を
生
^

名
.か
を
計
箅
し
：得;?
?

^
农
け
：朴
货
、

〔：

其

关

食

れ

る
^

ぁ
'^
浚

：■

:5
*-
1'
ソ
 

:

■

パ

.
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..
經
濟
法
.則
：の
自
象
他
と
ほ
故
に
：經
濟
活
動
に
於
げ
る

.
1定
の
法
則
的
關
聯
が
人
間
の

I

切
の
生
活
分
野
に
於
て
支
鄱
的
撺
力
を
持
つ

4 

.
'
:
の
'で
.ぁ
る
と
ぃ
ふ
主
張
を
含
む
^

の
.で

权

欢
'<
;

:又
經
濟
法
則
が
自
然
的
、
&

此
勸
に
於
て
親
代
の
純
粹
經
濟
的
方
法
は
古
き
芷
統
學
漩
の
思
想
と
も
，
將
た
又
マ
：
ル
ク
ス
：

3e
>義
の
培
想.と
も
異
贫
る
の̂
あ
.る
.？
比
^

、 

-.
* 

i . 

'.
:... 
... 

■

U
?
,

の
も
の
は
一
面
に
於
て
著
し
い
.對
立
を
爲
す
に
も
拘
：ら
ず
、

：

典
通
の
誤
認
に.馅
の
て
居I

で
|

°-
即
ち
此
等
は
第
：
.
1に
人
間
の.活

詡
. 

,の
動
機
と
し
て
尊
ら
經
濟
的
利
害
の
み
に
導
か
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
斷
定
を
爲
す
點
に
於
て
共
通
の
詉
り
が
あ
る

0

:

■.
物
質
的
利
害
の
貫
徹
と
い
ふ
.こ
と
は
マ
サ
ク.ス
：主
泰
に
於
て
人
間
,<
7
)歷
史
別
话
靡
の
唯
广
遍
本
的
動
カ
で
あ
つ
た
。
そ
れ
か
ら
又
古
き
古 

.典
學
诞
に
於
て
利
已
心
は
實
在
办
人
間
の
最
も
主
要
な
る
動
機
で
あ
り

»
物
質
的
幸
福
は
彼
等’の
最
後
の
自
的
で
あ
づ
た
，
0 

.

.

我

.々の
立
場1J

於

•. 

.-..
ろ.
' 

• 

.■'■•.
 

■ • • 

■
 
•• 

•'
 

'
 

. 

• 
..

\ • 

... .
A..- 

t
 

■:
 

\

て
、：

經
濟
人
は
ニ
韻
的
な
抽
象
に
依
4
論
理
的
構
成
物
で
あo

*
又
そ
れ
は
物
質
的
幸
福
を
通
求
，す
る
人
間
：で

^'
く
し
て
、
：
經
濟
敗
活
動
に
於 

:
て
目
&

ロ
理
的
判̂

^
爲
ル
得
る
人
間
に
過
ぎ
な
い
o 

•
そ
れ
は
人
間
が
张
物
質
的
利
益
ひ
^
^
に
活
動
す
る

こ
.

ど
も
、
將
た
又
非
利
己
的
な
動 

;機
が
ら
鍾
を
始
め
る
こ
^
毛
容
認
ず
る
，の
で
あ
る
：

0
面
し
：て
艾
斯
く
の
如
き
經
濟
人
が
論
理
：

4
の
理
想
型
靈
で
あ
つ
で
、
：
現
實
に
非
合
匪

:

T . 

. 

- 

.

.
i
.
i
- 

. 

. 

■

.一.
、
. 

. 

•
.
.
. 

. 

:

的
に
行
動
す
る
人
間
で
あ
る
こ
と
を
别
る
が
故
に
、
我

.々

は
我
々
の
理
論
が
現
.實
を
其
儘
に
摸
寫
ず
る
こ
；と
を
主
張
す
る
も

.の
で
比
な
い0,
唯
< 

そ
れ
が
人
間
の
經
濟
孢
動
，の
：本
質
に
潜
む
も
の
で

.あ
る
ど
同
時
、に
、
歐
史
^:
現
實
を
解
断
す
る
武
器
だ
り
ぅ
る
：こ
と
を

4
|酸
す
^:
の
で
あ.る
9 

,

第
1
1に
は
1:
述
第
ー“
の
見
解
上
り
當
漁
類
推
ぜ
ら
れ
る
が
と
瓦
あ
る
が
，
經
濟
活
動
の
原
理

.を
衣
變
©;
.人
間
性
.ょ
り
り
虹
ず
る
結
果> 此
一
一 

.
つ
：の: ®
.派
..は
經
濟
法
則
を_
然
.必
^
§
だ
?>
:
法
則
ど
考f

る
.の
'で
あ
る
。
經
濟
の
自
律
性
と

「

は
彼
等
：

Li.

ょ
れ
ば.
^C

に
：於
け'る
_
濟
法
8!
]
-
;
の
絕 

；

對
的
嘉
ガ
を
意
味
す
る
^,
で
-あ
を
0'-
'
然
が
%-
皮
陳
な
'こ
'と
.に
.'-
:
:一‘方
は
資
本
主
義
の
爲
：に
，
：一
他
方
は
共
畫
舊
爲
に

v
:
f

方
は
靜
的
な
デ 

.自
然
的
調
和
，の
隹
則
を
.1
他
方
.は
'發
腾
と
崩
壊
め«'
に
貫
微
す
る
 

前
#
は
.調
称
思
想
に
錄
づ
く 

•'
;
%故
に
#.
窮

货

釭

り
'
•-
,
後
歡
は
茅
盾
思
親
に».:
づ
<:
-が
敗
^
動
態
时
 ̂

何
れ
に
於
て%
調
和
な•
'ヶ
矛
1
な
-̂
の
ン 

發
搜
.の
中
：に
齋
然
法
親
の
在
在
知
見
る

'こ
と
ぼ
共
通
で
あ
る9 

V

..
■

'■
■
'
規
代
の
南
觀.論
に
於
て.は

自

顏
^

^
輿

へ

數

だ

ぢ1

^
均
衡
：の
觀
念
を
建
で
レ
%:
;
の
.

1
い
：_こ
ど
$

:
ふ
^
 

こ
と
で 

ぁ
る
ぅ 

'
:

. 

、
' 
■
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芄
0 .
六
V

以
下
に
述
べ
る
如
く
、
均
衡
論
の
觀
察
方
法
は
、
社
會
經
濟
現
象
の
間
に
見
-^
れ
る
法
則
的
關
聯
を
其
內
容
と
す
る
に
，於
相
違
な
い•
か
-
之 

を
典
儘
に
賢
在
す
る
も
の
と
し
て
取
上
げf

-
A

J

す
る
の
で
な
く
、
又
與
へ
ら
れ
た
る
自
然
法
則
と
し
で
受
取
る
も
の
で
も
な
い
。
•

.H
'

經
濟
法
則
の
確
立
が
一
っ
に
懸
っ
て
與
件
の
設
定
と
い
ふ
論
理
的
§

作.
に
在
る
と
す
れ
ば
、
.兎
に
角
そ
れ
が
現
實
的
に
不
變
妥
當 

の
自
律
性
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
々
白
々
で
あ
ら
ぅ
。
其
法
則
は(

一〕

與
件
の
變
更
又
は
設
定
に
依
っ
て
同
時
に
變
更
を 

蒙
る
も
の
で
あ
^
'

、(

1,
10
與
件
め
下
に
働
く
經
濟
主
體
の
動
き
方
に
依
っ
て
變
名
も
の
‘で
あ
る
と
い
は
な
け
队
ば
な
ら
ぬ
。
此
際
注
意 

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
拉
、
法
則
が
變
吏
を
蒙
る
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
：。.
そ
れ
は
從
前
の
前
提
の
下
に
於
け
る
法
則
が
通
用
し
な
い
と
い
ふ. 

こ
と.
を
意
味
す
る
け
：れ
ど
%:
;
、
全
<

法
則
が
自
由
自
往
に
曲
げ
ら
れ
る
土.
い
ふ
こ
，と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
新
し
ぐ
設
定
.さ
れ
セ 

，る
與
件.
の.
下
，に
於H

別
箇
'の「

法
則
的
關
聯
が
定
泣
ざ
れ
る
こ
と
に
な
の
で
あ
る
。
若
じ
變
M

さ
れ
た
る
與
件
に
對
す
る
經
濟.
主
體
の
V 

動
き
^

何
等
か
0 '
共
«

炊
反
藤
乃
至
適
應
の_

係
が
垒
激
次
如
し
ズ
居
タ
て
’
^̂̂

則
的
傾
向
が
見
ら
れ
：就
と
す
れ
ば
、
其
場
合
に
は
如
何
な
る
論
理
的
操
作
を
以
て
す
る
尨
法
則
的
，認
徽
を
確
*
す
る
こ
と
は
で
き
な
い 

箬
で
あ
.る
。
：憲
し
法
則
の#

^
，
爲
に
必
要
散
石
特
货
現
象̂.1

般
化
と
い
ふ
方
法
を
採
用
す
石
と
と
が.現

實

的

に

|

« ,
»:
だ

か

ら

で 

あ

る

：
、
.

併
1
氮
亦
ら
斯
く
の
如
：き
渾̂
た
.る
瀋
態
.ば
贺
際
に
於
て
瓲
ら
な
い
の
で
あ•つ
て
、：

經
濟
逢
體
.の
：行
動
に
は
常
にl

ê

せ
ら 

名
べ
き
共
通
：の'も
の
が
あ
る
の
で
あ
を
。.そ
れ
は
人
間
が
目
的
合
理
的
に
：行
働
す
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
油
待
し
て
ょ
い
所
の
合
法
則

'性，で
あ
る

'とい
：へ

.るで

.
あ
ら

;:
5

10
.
.
,
.
:-
-:.
.'̂ 
ぶー、

-,'
へ

.：':.i'':
:へ

V 

,
,
.

.

ン
以
土.の
說
明
に
依
っ.て
ン
玆
に
姑
く
避
濟
主
ti
の
一
:定
：の
：動
き
方
变
豫
定
す
：岑
と
し
ー
兔
、

«

濟
法
則
坟
與
件
：
.の

變

觅

兄

依

っ

て

變

.更
へ 

i

れ
»

る
も
の
で
あ
り
、
默

に

费

を.醫

の
.法

則

的

貿

が

生

れ.て
來
る
喾
ヤ
あ
备
と
如
ふ
：こ
^:
が
.理
解
し
# ;

パ5.1
;

:
A
.
.
r-
:
-
,
®
.»
-

之
ょ
り
し
て
_

吾
；々
は
次
の
や
う
に
.

推
論
す
る
こ
と
が
.

で
含
.

る̂

關
係
を
變
へ
.

各
こ
士
亦
でk

る
と
い
ふ
と
と
爲
政
者
亦
之
に
依
っ
て
塞
せ
ん
と
ず
る
目
的
：ぬ
、
；變
更
せ
ら
れ
た
る
與
件
0

- T

に
生
ず 

:

J

.

し
い
法
則
的
關
係
を
豫
|

知
す
S

I

.

め
雀
し
く
成
I

ら

々

.

國
家
活
動——

例

：へ

ば

各

種

財

貨

の

市

場

_

贮
：對

す

各

公

廣

懷

格

« >

設
^

—

^

は

，
洛

：れ

妒

當

該

活

動

目

的

变

生

む

所

の

；法

則

關

係 

に
適
應
す
名
や
''
5

に
幾
多
^

與
件
の
：變
更
を
生
ぜ
し
む
名
時
：に
：初
め
て
_

續
时
效
果
を
§

ど
い
が
と
と
、
€

斯
<

の
：如
き
與
件
の 

:

變
更
を
歡
坐
.

せ
し
；
め

得

な

い

時

：に

は

、
國

家

活

動

の

故

果

社

永

歡

的

に

は

期

待

で

き

：な

^

で
：あ.

ら
5 :
:

ゲ
い
^

£

と
即
ち
之
：で
あ
る
0

..
:

.
'
:

.'
•

 
.
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政
策
檐
當
者
が
如
何.
に
し
て
與
件
を變

：：

へ
：る
こ
ム
が
：で
き
る
か
と
い
：4

こ
‘

ゆ
、.
其
與
件
2

<>
!
く
に
就
ャ
決
疑
的
に
考
察
せ
ね

ば
な
6

ぬ
。
：：其
め
中
に
は
國
家
的
檫
カ
に
依
っ
て
或
る
方
向
に
變
吏
し
徵
る
.

も

の

も

あ

り

、
へ
文
國
家

'
.の
カ̂

以

て

レ

て

も

财

何

と

：も
す

<

 

.

%

 

•
1.

 

.

る
こ
と.
の'
で
き
ぬ
も
の
も.
あ.
る
ぜ
あ
ら
5'
p
:例
->
ば
一
，
國

の

生

產

技

術

は

如

何

な

，
る

.
國
家
の
權
カ
を
：以
て
す
：岑
も
11̂

£

は
其
進
步
を 

期
待
し_

い
：で
あ
ら
う
。
："又
ー
ぼ
生
,.
*

業
'0
:.
民
營
禁
也
§
如
孝
形
"に
於
元
生
產
の
：方
闵
•'
?:
國
家
目
的
：に
談
導
す
る
こ
と
は
國
家
權
力
に
、' 

俅
ひ
て.
可
能.
で
：あ
ら
う
0
;-
:..

'''

4̂̂̂̂̂̂
 

^
 

.

、:

'•
:

兎
.

に

角

徵

勝

は

興

件

に

キ

渉

し

'
之

' $
:

;

變
更
1 .

得
る
限
り
に
：於
て
政
策
的
效
果
1

變

^ ;

と
が
セ
身

と
1 >

セ
.
.の
自
由
營
利
經
觀
の
社
會
杧
於
て
、
或
る
.

商
品
め
.

價
格
そ
引
下
吠
や
う
と
す
岑
な
ら
ば
、最
も
端
的
が
方
法
^

當
霞
商
品
に
對
す
：
 

I

要
f

德

S

限

す

董
I

J

I

I

ら
う
o

:

.或
ひ
は
特
に
當
該
商
品
力
供
著
^

の
：低
萍
に
伴
ふ
撗
失
ボ
あ
れ
ば
之.
を
補
償
す
る
方
策
を
採
‘っ
，て
も
ょ
v>
で
あ
ら
う.
0..

或
ひ
は
‘道«

的
：說
敎
に
依
0

ズ
人.
.々
め_

賈
欲
を. 

仰
制
す
る
：の
：も
1

0 .
の̂

で̂ ̂

獨
占
的
な.
組
織
に.
編
成
を
變
へ
：て
、
.然
る
後
に
從
來
ょ 

&

も
低
い
價
格
で
獨
占
的
供
給
販
寶
を
爲
す
の
も1

策
で
あ
ら
う
'。
此
f

の
策
の
何
れ
も
直
接
經
濟
現
象
杧
干
渉
す
る
の
途
を
避
け
て
、' 

§

f

 
嫌
嫌
激
激.

'
 

•  

S

2

S

S

、



* 

.鋳

■雲

e
曾

奪
 

.

、

'

.

七
ニ
 

C

5

0

0

.

.

^

§̂

供
：^

東
' ^

达
_

對̂

务
.

栗
—

^

' «

其
§

^

3

〃
：康

：呔

鹩

濟

檄

»

'-
^

^

^

< 0

'
#
篆

务

興

件

を

鐵

動

オ 

新
期
の
貝
的
を
達
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
.

る
。

•
 

•
-
. 

、

當
局
漭
が
其
‘期
待
す
る
通
り_
に
與
件
の
或
も
の
を
變
更
す
る
匕
と
が
■セ
き
る
；̂
ら
ば
、
そ
の
期
待
通.り

に
！！！：

的

を

達

成

す

る

こ

と

が
 

で
き
る
で
あ
ら
う
ノ
他
し
、
玆
に
見
逃
し
て
は
な
ら
ぬ
ヒ
と
ル
、

マ
つ
の
與
件
の
變
動
は.
新
し
W

經
濟
的
變
動
を
注
む
と
同
時
に
、
典 

經
濟
的
變
動
は
當
然.
！
切
の
與
件
’に
對
し
て
反
動
的
變
化
を
敗
へ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
，る
。
之
は
凡
そ
國
民
經
濟
的
現
象
が
一切
の

與

 

件
の
合
成
的
結
集
で
あ
る
他
質
上
當
然
の
次
第
で
あ
る
。
丨
上
の'例.
を
以
て
說
明
す
れ
ば
、
或
商
品
に
對
す
る
需
要
を
制
限
す
る
^

と 

に
依
つ
て
當
該
商
品
の
债
格
が
低
落
す
る
時
、
そ
れ
は
當
然
供
給
の
側
に
對
し
て
罾
少
を
生
ぜ
し
む
る
が
如
き
影
響
ぞ
與
へ
る
で
あ 

ら
う
。
髒
し
從
來
の.
限
批
生
谪
者
は
低
落
せ
る
價
格
を
以
て
從
來
の
供
^ ;
を
繼
續
す
る
と
•
と
が
•
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
債
格 

の
引
下
げ
は
人

•々
の
當
該
商
c
-n
l
lに
對
す
る
購
賣
力
を
刺
戟
增
加
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
需
要
制
.限
と
い
ふ
政
策
に
反
抗
す
る
力
を
生 

齑
者
又
は
消
費
者
た
る
經
濟
主
體
の
間
に
生
む
の
で
あ
る
。從
つ
て
政
策
當
局
者
は
或
る
一
’財
の
需
要
量
と
い
ふ
一
つ
，の
與
件
を
變
動 

す—

る
な
ら
ば-
、
其
變
更
の2

：

的
を
達
す
る
爲
に
は
他
の
與
件
例
へ
ば
供
給
の
量
な
り
、供
給
組
織
な
り
-
種
々
な
る
他
の
財
貨
に
關
す
る 

多
く
の
與
件
に
も
變
動
を
獷
げ
る
必
要
に
通
ら
れ
る
普
で
あ
る
、
即
ち一

財
に
對
す
ふ
需
要
を
强
制
，的
に
制
限
す
る
な
ら
ば
、
同
時
に 

其
財
の
供
給
も
何
等
か
の
方
法
に
依
つ
て
制
限
す
る
必
要
が
あ
り
、
一
財
の
需
要
や
，供
給
の
制
限
に
依
つ
て
生
ず
る
他
の
財
貨
の
側
の 

變
動
に
對
し
，て
國
家
は
之
を
傍
觀
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
で
あ
ら
う
。
之
に
對
し
て
眼
を
つ
ぶ
る
こ
と
は
政
策
に
反
‘杭
す
る
機
運
を 

碉
べ.
し
、
斯
か
る
反
杭
的.
方
傾
向
は
或
は「

闇
取
引
，ち
發
生
を
促
し
た
り
，
法
規
に
.觸
れ
だ
ぃ
高
價
な
類
似
代
用
品
の 

た
り
す.
る
ヒ
^

も
あ
り
得
る
-0
:
之
に
依
0'
て

抑

：々

：
の
1兀
來
か
需
要
制
限
の
目
的
逢
成
を
阻
書
ざ
：れ
ぬ
と
か
限.
ら
ぬ
で
あ
ら
う
0 

.

.
其
故
に
政
策
當
局
者
は
一
つ
の
與
忤.
の
變
動
に
就
て
も
萬
全.
の
^

意

を

拂

ひ

、

其

.
反
動
的
變
化
、
他
の
與
件
に
及
ぼ
す
變
動.
を
1
0

n

i

っ
索
慮
に
：入
れ
な
け
れ
ば
奴
ら
ぬ
：。.

そ
の
爲
に
ば
結
局
當
該
與
件
の
み
な
ら
ず
、
與
件
の
變
動
に
對
應
す」
る
經
濟
主
體
，の'行
動.
と
.い 

ふ
最
も
根
本
的
%

要
素
に
，就.
て.
の
，統
制
や
指
導
と
い
ふ
と
と
が
.狐
要
に
&

っ
て
<

る
'
の
：：で.
ぁ
名
。_

に
他
の
'ー
つ
の
；例
を
と
ら
う
；0 

.

國
家
が
或
商
品
の
㈣

㈱
を引下げる爲に供給又は躯寶の組

f

-
っ
.に
統
率
1>
て
獨
占
的
供
給
祀
當
ら
せ
る
と
す 

.
る
。
而

し

て

の

競

爭

價
^

双
ア
：の
點
に
販
賣
價
格
を
定
め
备
也
ず
あ
P

之
た
轵
っ
ヤ
檀
格
引.
下
げ
と
^

ふ«

接
：の
目
的
は
確
か
に 

達
せ
ら.
れ.
る
々
そ
れ
は
何
等
斯
樣
な
與
件
變
東
を
：行
：は
ず
：に.
い
き
&-
办
市
場
價
格
以
下
に
價
格
を
公
定
：す
る
ょ
り.
も
逄
：か
に
優
队
た.
 ̂

法
で
ぁ
る
P

併
し
な
が
ら
此
方
法
に
依
っ
て
毛
價
格
引
下
げ
か
ら
生
ず
各
反
動
的
影
響
か
•
ら
爲
政
者
は
免
れ
i

 
士
は
で
き..ぬ
。
何
人 

で
も
容
易
に
考
へ
ら
れ
る
：反
動
的
影
響
は
第
：I  
k
n

要
の
增
加
で：

ぁ
ら(

う
，

蓋
：し.
ょ
り
低
い
霞
格
に
於
て
は
ょ
り
多
い
需
要
：が
®

る
：と 

v>
ふ.
§
は
市
場
經
濟
の
常
亂
で
ぁ
る
.0
第

：1
1
.

に
：は
供

«
ひ
得
な
い
^
で
：ぁ

る

营

、
獨
古
的
組
織
と
雖
も
利
益.の：減
損
^-
望
ま
な
，$
限
り
.生
產
の
：.

F

部
を
縮
小
せ
ぎ
る
を
得
な.い
' で
れ
ら

3

剰
益
0
減
f

構
は
少
谓
襲
占
團
鶴
を
し
篇
給
ょ
揚

1

嘍

1

C

は
國
家
が
補
潰
す
.

る
こ
と
に
な
る
_

で
ぁ
ぢ
う
。
.

國
家
6
.

補
償
と
ー
い
.

ふ
.
^

と
.

は
結
局
國
民
全
體
の
.

負

檐

と

、
な

る

と 

4

國

家

が

赏

該
^

^

の
：價

格

引

下

げ

杧

眛

0

て

淇

購.

質
省̂

各

國

民0

負

擔

を

輕:'
<

し

ょ

う

と

す

名

意
_

を

持

っ

で

居^:
の

だ
と
す
れ 

.

，
ば

、
•

其

意
_

は

反

面

に

於

て

.'裏

切

ら

れ

ギ

ヒ

を

に

な

る

の

で

ぁ

る

マ

若

し

國

家

が

其

生

產

と
す
る
意
圖
を
持
っ
て
居
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
國
家
は
損
失
を
補
償
し
な
い
か
も
知
れ
ぬ
。
事
業
の
縮
小
は
之
を
其
儘
に
放
任
し
て
眺 

め
る
で
ぁ
ら
う
。
此
場
合
で
も
國
家
比
類
似
競
爭
丧
業
の
發
生
を
防
ぐ
爲
に
意
を
用
ひ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

,'
0
又
法
規
を
潜
ぐ
る
潜
在
的 

銃
爭
を
取
締
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
闇
取
引
は
必
ず
し
も
生
じ
な
い
と
は
謂
へ
ぬ
。

’
國
家
活
動
の
手
は
單
に
當
該
企
業
の‘み
な
ら
ず
、 

M
に
類
似
產
業
の
全
體
に
ま
で
も
擴
が
っ
て
ゆ
く
可
能
牲
が
ぁ
る
：で

.ぁ
‘ら
う
。
か
く
し
て
增
大
す
石
需
要
を
制
限
す
各
乎
段
を
講
ぜ
ね

. 
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鸫
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七

四

2

五
1
〇)

.ば
な
ら
ぬ
セ.あ
ら
う
。M
に
.斯
様
，な
與
件の
_

_

に
適
應
し
或
は
反
作
用
す
る
所
の
經
濟
主
體
の
行
動
を放
任
し
て
お
く
こ
と
が
で
き 

か
い
で
あ
ら
う
。

 

'■

其
故
に
、
玆
に
於
て
も
亦
統
制
の
完
全
を
期
す
る
.に
は
、
與
件
の
變
動
に
對
應
す
る
緻
濟
，主
體
，の
.行
動
が
重
要
な
役
.割
を
演
ず
る
匕 

と
に
‘為
る
の
で
あ
る
。

.

.

若
し
國
家
が
或
る
與
仰
變
更
^

對
す
义
何
等
か
の
反
動
的
變
化
を
隊
が
う
と
欲
す
る
な
ら
ば
パ
國
家
の
活
動
は
單
に
與
件
め
變
更
^
 

止
ま
ら
ず 
>
:

版
動
^ :
, ^
M :

の
：
經

濟

主

體

其

物

に

，
ま

.

で
及
ば
な
け
れ
1

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
o

..

.
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'
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政
策
當
局
者
が
或
る̂

濟
的
效
果
^
擧
げ
る
：に
は
、.兎
に
角
與
件
を
變
觅
す
る
こ
と
に
依
つ
て..

1

蟛
之
を
成
就
し
得
る
こ
と
は
上
に

述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
，政
策
：の
實
行
：の
方
法
と
■し
て
は
與
件
を
變
：臾
す
る
外
に
直
接
經
濟
過
程
に
働
き
^.
け
る
所
の
方
法
が
あ
る0:
價

.

. 

.
•
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V 

-. 

• 
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格
現
象
を
，填
接
に
カ
に
依
0

て
支
配
し
.ょ
う
と
す
る
の
が
之
で
あ
る
0,
物
價
騰
貴
を
防
^ ;
爲
に
直
接
：に
：最
高
慣
格
を.
定
め
：た
1)
'
'、

# :
利
.，

:
. 

• 

. 
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*
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V

取
締
冷
支
發
布
し：

た
り
、
最
高
賃
领
制
を
施
行
し
た
り
す
:'
^

の
は
其
例
，
あ
る
？
斯
く.Q

如
き
洙
令
は
若
し_

家

.の

活

軌

が

あ

れ

丈

け
 

に
止
つ
て
居
る
；な
ら
ば
、
丁
度
病
氣
發
熱
の
原
因
e

取
險
か
な
い
で
熱
丈
け
を
下
げ
ょ
う
と
す
る
療
き
に
^

て
*

其
敫
果
は
極
め
セ
薄
，
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<
,
多 

<
:の
場
合
熱
が
下
ら
ぬ
か
、
然
ら
ず
ん
ば
熱
が.下
0」

て
如
病
氣
が
な
ほ
ら
な
い
で
反
つ
て
惡
く
な
る
の
を
常
と
：す
る
。
.

'
• 

例
へ
ば
或
る1.

定
の
與
件
(0
:下
に
於
^」

財
吵
慣
格
騰
貴
に.俅
つ
て
.當 

が
働
い
て
居
る̂

^
、
^
令
.に
依
つ
で
0
カ
を
喰
也
め
物
傲
を
障
止
，又
は
引
卞
げ
ょ
う
と
す
る
な
ら
ば
.ど
う
な
る
で
あ
ら
う
か
と
い1 

に
,
先
づ
各
經
濟
主
體
は
該
脉
の
療
要̂
側
か
骑
も
供
給
の
侧
か̂

あ
共
に
之
に
對
レ
て
反
抗
す
る
カ1
承
す
こ
：，4
戍
疑
び
；：な
い
；
0
笼 

し
需
要
#
は
縱
令
び
騰
貴
せ'ん
と
す
：る
價
格
に.於K

す
ら
ょ
：り
多
ぐ'買
は
う
と
し
て
居
た
所
ベ
、
ょ
り
低
い
：價
格
で
財
«;
が
典
給
せ
ら 

れ
る
の
で
?>
る
.か
ら
、
當
骸
財
貨
に
對i-
る
需
要
.は
量
r
# ,
て
：も
^;
度
.ぬ
.於
，.て
：も
增
龙
^
石
<0
:
:尊
‘
る
0

#
友
供
給
者
..ゅ
ょ
.
1筒
ハ
賢

格
で
よ
り
多
く
供
給
し
得
る
狀
態
に
置
が
れ
よ
ヲ
と
し
^

居
つ
.

た
所
人
1 £

反
對
の
立
場
を
强
制
さ
れ
る
< 0
.

で

あ

：る

か

ら

、
：
勢

ひ

で

き

#
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ベ
く
ん
ば
此
强
制f
排
し
よ
う
と
：す

る

で

あ

ら

う
.9
此
處
に
於
て
法
令
の
：强
制
が
徹
底
し

#

い
場
合
や
、
慎
格

• 

.
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.
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.

資
が
國
民
の
^ .

贬
品
に
類
す
る
檬
な
も
の
で
あ
る
場
合
に
.

は
ノ
動
ミ
^ -

す
れ
.

ば
薇
净
辦
實
際
に
：行
は
れ
な
い
セ
、
. «

.

裏

を

：く

ぐ

つ

て

.

「

闇
一

相
場」

.
と
.が''
-
|
.
月

夜

相

場

」

の

如

き

も

の

が

行

ぼ

れ

る

：に

塞

る

の

：で

あ

が

0

*

ば
法
令
：の'不
備
^
狙

.ク
セ

に
取
引
す
^

が
如
き
事
態
が
生
ぜ
ね
と
も
限
ら
な
い
の
で
あ
る

::
0

:

:
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■

■

'

「

::

、
•
' ,

.'

)

：，
バ

f
 

■

.,.

'

若
し
斯
樣
^

^

け
道
の
な
い
程
法
令
が
徹
底
的
に
行
は
れ
‘

卞
熱
親
の
直
接
敫
果
は
顯
著
で
あ
つ
て
熱
が
美
事
に
下
る
：と
す
れ
ば
如

.
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哝
0

さ
う
す
る
と
ノ
當
該
財
«

の
#

給
は
著
1 .

ん
減
少
叉
は
皆
無
に
近
.

ぐ

な

り

、

低

い

儐

格

で

供

給

さ

せ

よ

：う
：.と

し

た

政

策

の

自

的

は 

全
i

t

ら

れ

ナ

v-
反
つ
¥

經
濟
活
動
ぎ
窒
息
せ
じ
む
る
と
い
へ
ふ
事
態
を
惹
趙
す
石
で
.

あ
^ »
'

'

が
と
推
定
さ
れ
る
。.

此
推
論
は
歷
臾
的
に
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著
名
な
/

,

>

1ゼ
ズ
の
，說
1

咏
.

て
之
.

に
代
.

へ
多
匕
と
が
で
き
る
' 0
.|
|

1

ち
そ
れ
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

-

•

:

自
由
霧
經
澈
社
會
で
は
生
齡
費

i
*

上

げ

牧

益

に

依

や

て

後

は

れ

；る

が

、

#

し
國
家
.

が
價
格
の
引
下
げ
を
命
ず
る
、な
ら
^
.叙
益
：
 

.

は
1 ,

格
以
下
に
也
ま
る
が
故
に
、
# -

人
や
製
造
業
者
は
將
來
に
於
け
る
慣
格
の
'

引

左

げ

を

期

待

し
^

ン
^

^

霞
品
が
市
場̂

^
消
失
す
る
の
を
望
む
の
.で
な
い
酸
か
、>國
家
は
同
時
に
在
庫
品
を
總
て
公
萣
價
格
.で
賣
却
す
ぺ
き
こ

と
を
規
厂

老

&

け
れ
ば
^

ら
ぬ
ア
：

: "

:
.:
.
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#'
Jそ
れ
丈
げ
で
は
；充
分
で
.な
い
で

巢
中
^.
:
る
£

と
に
象
ル
一
;
'部
：の
ん
々
：か
其
需
要
を
滿
衣
す
と
。と
被
で
き
な
く
な
る
0

‘

市
場
に
早
く
駔
け
0

け

る

若

或

は

寶

宇

：に

^

ル
' 

"
像
故
の
あ
る
も
の
が
需
要
を
滿
た
し
#
る
こ
と
に
爲
るo

斯
樣
な
結
果
を
望
^

な
\ 0
;

當

局

は

>
.
.
前

述

の

慣

格

公

定

と

强

制

販

賣

令

に

加 

ベ
て
、
更
に
割
當
制
を
實
施
せ
ね
ば
な
’

ら
ぬ
。
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問
題
は
併
し
之
で
解
決
し
た
響
は
な.
い
.。
當
局Q

干

渉

に

管

旣

衮

轰

《g
が
總
5

窘

れ

る

と

、
問
題
は一

層
困
難
に
爲 

，
て
來
る
。
藎
し
公
定
價
格
に
於
て
は
生
®.

は
•收
支
相
偾
は
ぬ
か
ら
制
限
乃
至
停
止
き
れ
る
こ
と
に
爲
る
9

製
造
業
、者
、を
し.fT

其
生
靡
：

. 

.
を
逬
に
雪
さ
せ
る
爲
に
、'  
當
局
は
M

に
原
料
品
、
半
»

ほ
の
價
f

次
勞
働
賛
f

で.
も
公
食
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
然
も
か
\

る
i

は
當
該
產
業
又
は
少
數.
の
產
業
部
門
に
'
限
ら
れ
ず
、
あ
&

ゅ
る
生
產
部
門
：に
行
百
1
り
、
姐
で
の
•
呔
貨
の
^

格

，
、一

切

の

：
勞

働

貧
 

、
銀

、
.
_

で
，
の
^

業

家

 

資
本
家
、'1
地
主
及
び
勞
働
者
<D.
態
度
^

規
制
し
だ
け
れ
ば
な
^

な
く
な
る
O
V
若
し
二
海
の
生
產
部
門
が
放
置
さ.

れ
る
な
ら
ば
、.
資
本
'と
勞
働
ば.
6
1
^
に
其«

£

®

^

^

、
歡

厥

蒙
'1

i
 ■
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以
上
、猶
論
か
ら
し
^

ミ
1 ,
ゼ.
、ろ
は
次.
0
樣
&

結
論
を
引.
#
出
：す
气
；1
^
的.

.
^
格
：ぞ
渉
軟
象
は
^

^

親

の

；
昆

的

を

童

^

許
り
で
な<
、
.反
.夕

て

除

去

せ

ん

と

し

た

賢

の

助
* '
^

0
め

：で
卷
る9
即
ち
：：lfe
公
衆
に
一
：
層
®

に
財
貨
を
供
給
せ
ん
と
し
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1

た
馨
政
策
は
戾
つ
そ
市
場
か
ち
&
*

$:
'

騮
遂
；す
る
と.
^
ふ
：̂

.5
:
'
生
む.
の
：；
で

あ
,

此
齡.
か
ら
«
孓 

•

#

家
毺
着
で.
あ
り.
”
■_

濟
論
琿
に
反
す
务
の
マ
あ.
る
6
A
S.
,
 

;.ン 

.
:•(

註)
M

ises:  

K
d

tik
:.lh

t;e
rv

e
n

' ?
B.§u

s.l9
2
9
^

^

.

ミ

ィ

ゼ

ス

一

は

之

ょ

抄

吏

烂

推

論

し

セ

自

由

經

濟

.
と
計
畫
經
濟
の
中
間
的
存
在
と
し
で
の
統
制
經
濟
，の
存
續
が
不
可
能
で
あ
る
と
と
を 

：

說
く
の
，で
あ
る.
。
斯
か
名
結
論.
の

是

非

：
ば

姑

く

措

.
き

；
、
.
自
由
營
利
經
濟
を
基
：調
i:
せ
：る
經
濟
■

の
.
^
担 

が
'ミ
丫
ゼ
'
ス..
の
讀
べ
^

や
：ぅ.
な
辙
亂
を
惹
趙
す
る.
こ
と
は
：正
に
”其
通
り
で
あ.
つ
そ
、
現

は

あ

々

，
て

も

、

單

な

欵

值

格

干

涉

丈

け

：：で

は

干

渉

^
目
的
の
«

せ
；ら
れ
：な
い
こ.
と
が
多
い
 ̂

.

■■V
 
■吾-
.々
が
此
處
T-
述
べ
'
 
ょ
ヶ
と
'し
，
た

：
の

.
-«
、
價
格
千
涉
政
策.
は.
必
^ ..
反
作
'用
を
聋
け.
て
失
敗
す
^
と
い
ふ.
と.
：と.
で
'.は.
な
い.
0
、唯
々
.爱
格

/

午
涉
政
策
ば
..上
述
の
如
き
反
作
用
ど
生
む
か
ら
、
千.
事
は
.そ
队
だ
ホ
に
止
ま
，つ
，て
よ
ぃ..
も
の
..セ

.
な

'
ぐ

、

其
目
的
を
達
ず
る
爲
に.
觅
に
與. 

阵
办
變
更
に
ま
1?
及
び
、.
經
濟
機
構
め
改
^
^

華
る
、で
^ ;
^ :
'

々

と

い

ふ

と

、
と

セ

あ

^ '
:

耐
1>
そ
^

^
與
件
の
^

的
が
達
达
ら
^
る
と
U
て
も
\
:
,
;
そ
れ
ぼ
必
ず
他
.
の
；經

斯

規

，象

：
に

^

^

を

袭

し

、'
:岗
時
に
他
の
與
件
へ
も
變
動
を
與
へ
る
こ
と
：を
政
.
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策
當
馨
と
し
て
薨
悟
せ
ね
ば
杈
ら
叙
め.
で.
あ
名.
？
此
'影
響
が
ど
^

程
度
め
も
'の
セ-
あ
を
如
と
い
•
ふ
t.

と
は
：理
論
的
•
に.

'概
患
ーE

ベ
な

.

/

.

;

.

.

'

-

い.：.

*'..，
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'
.の
_

で
'

あ
.

つ
^ '

、
，
吾.

.々
.

(

は
，唯'

そ
、
其
場
合
^

-

^
i e
»

じ
.
.て
.

決
康
的
^

刺
，斷
ず
.

る
よ
.

り
'

外
へ
に.
.^ ;

方
#

な
い
.^ -

あ
ら
5

'。

'例
へ
ぱ
保
觀
關
税
&

氣
に
故
り.
そ.
國
内
の
あ.
る
產
業
を
保
護
し
4:
ぅ..

と
す
る
場
合
1
之
，に

依
. 0
ゼ
關
係
商
品
：
.
の
；國
外
よ
り
の
篇
量

.
と
一4

與
件
が
婊
涯
す
る
。の
；で
あ
る
が
ら.
、
其

は

直

ち

&

馨

瑰

象

め

：玉

吃

.
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:.
ら
ぅ
。
併
し
萁
結
泉
と
し.
蓄
.
該
商
^ .
の«

內
办
禱
要
奢
ば_

(0
:
騰
貴
と
が
品
質.
の'_

な.
^
:^
反
作
用
を
'忍
ぱ
：̂

れ
ば
な
ち
：ぬ
。 

.
艾
國
外
の
供
|

|

盡
_

顏

寒

と

#

I

I

動
的
|

|

|

|

ち
^

れ
|

_

1

當
讓
業
が
優 

遇
せ
ち
れ
る
結
果
、..
其
方
南
べ.

や
#

本

解

移

動

し

、
'
從

來

(D
v
t
f.

の.
限
界
的
企
素
姿
を
變
：
..
へ
名
セ
^

3 '-
フ
爲
政
者
は
緻.
ズ
此
等
め
：變
動
を
考
慮
し
^

猿
を
狹
定
し
杈
抒
れ
ば
奴
ち
ぬ
？

:

::,
'

: •
:• 

，寅
に」

1
0.

の)

例
を
擧
げ
<
募

よ

兔

i

部
め
喬
險
尨
產
業
杧
^
*
^

る
篇
者
を
：優
遇
し
、
厚
生
的
マ
文
化
的
施
策
を
ば
雇
主
た
名
資 

本
家
，の.
負
擔
紀
於.
尤

整

：へ

冬

樣

.
に
國
家
翼
規_
を
定
め
る
と
ず
：̂
'

此
，法
規
鉍
忠
實
亡
寳
行
'せ
か
れ
，る
と
す
れ
ば
、
羌
れ
は
必
ず
、.
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部
命
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.

に
漉
歌
以
/ t
to
连
產
費
|

を
要
求
ず
る
龙
之
に
な
%
:

從
办
弋
企
鼗
家
を
I

て
ば
：此
餘
分
の
費
用
を
商
品
代
慎
の
：引
上
げ 

に
.依
つ
て
一
般
消
^

者
に
轉
嫁
し
よ
よ
ぅ
と
す
る
か
も
し
れ
ぬ
。
製
品
の
價
格
引
上
抄
が
認
め
ら
、れ
る
な
ら
ば
、
結
局
勞
働
者
優
遇
め 

热
濟
现
？
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費
用
は
、
當
該
勞
働
者
の一

部
を
^

含
め
た一

般
購
買
者
が
負
檐
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。
叉
逍
し1

般
の
福
利
施
設
や
文
化
施

ホ
:'.
.

.'.
:
.

設
の
增
加
に
依
* 0
て
勞
働
者
の
生
產
ガ
が
ー
般
的
に
向
上
す
る
如
坐
產
技
術
の
改
善
が
行
は
れ
る
と
す
れ
ば
、
福
利
施
設
に
拂
っ
■於
費

..
用
以
上
の
價
値
が
勞
働
者
並
に
企
業
家
の
收
入
と
な
^

こ
と
も
可
能.
で
あ
る
。•
■.

へ.
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丨
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若
し
國
家
が
血
業
家
を
し.
て
製
品
の
伐
惯
引
上
を
許
さ
ぬ
と
す
れ
ば
ど
う
な
る
で
：あ
ら
，う
か
と
い
ふ
に
、
企
業
家
は
自
B

の
企
業
利

t
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の
減
退
を
覺
悟
す
る
前
に
、
勞
働
賃
銀
の
引
下
げ
に
依
っ
て
其
犠
牲
を
轉
嫁
し
よ.
う
と
す
る
か
も
知
れ
ぬ
。
之
を
實
行
す
れ
ば
勞
働
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-
者
の
抵
抗
に
出
逢
ふ.
で
あ
ら.
う
。
勞
働
盏
は
機
會
文
求
め
て
他
の.
よ.
り
有
利
の
貴
銀.
の
得
ら
れ
る
產
業
に
轉
じ
、
又
新
た
に
斯
樣
な
產.
■:

一-
-
，
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-■.
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-k:.
 

■
 
,
 
.
 

•
 

- 

- 

- 

. 

-

\  

, 

V

で

業

：へ

轉

入

す

る

勞

働

#
1»
;
減
退
す
：る
替
で
あ
ス
0

勞
働
者
の
抵
坑
の
力
は
、-
勞
働
者
の
團
結
力
、
勞
働
の)

移
動
性(

轉
業)

の.
難
易
、',
失

.

.

■

業
者
€

多

霖

等

：
の

.
各

檬..の

事

情

：に

依
‘
0
て
異
る
が
、
：假
：：に
移
動
は
容
易
で
あ
り
、
失
業
者
は
無
い
と
す
れ
：ば
':、
其
彼
等
の
.經
濟
的
勢
力

'
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ぃ'
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强
，
い
譯
で
'

^

業
家
比「

»

强

大
：
な

.
谷

勢

カ

^

持
恕
な
け.
れ
ば
彼
等
に
勝
っ
こ
と
を
得
1

い
で
あ
ら
う
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企
業
家
ゆ
斯
«

な
抵
抗
圮
出
繁
實
で
な
ぐ
、-.
强
固
な
翼
的
¥

働
組
合
ノ
の
« ;
'
結
命
社
#

的

悉

$
反
對
^̂や

- 

• 

- 

; 

- 

»
 

• 

• 

• 

- 

> 

.• 

- 

• 

• 

•
 

- 

' 
.
 

. 

.

, 

.. 

•

::
!
*.
'

':
“ 

'、.
.
ノ
ン
低
賃
：銀
法
令
其
他
：の.
與
件
の
爲
に
1

賃
銀
の.
盯
下
げ
が
實
行
で
き
'ぬ
如
も
洵.
れ
ぬ
.0
^̂
^̂
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先
づ
企
'#
家
自
ら
負
檐
ぜ
ね
ば
な
ら
：ぬ
0.
:

淦
業
家
は
自
ら
の
授
：下
齋
本
の
利
子
靶
引
卞
げ
、
又.
は
利
潤
を
減
^

な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
斯

'.

.

.

.

.

.

.
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.

■•
く
の
如
き
事
態
は
若
し
企
業
家.
が
從
前
と
同
樣
の
營
科
的
態
度
を
持
續
す
る
限
が
、.
併
し.
恐
ら
く
永
續
せ
紅
で
あ
ら
う
ム
^

,

何
故
か
と
v>
ふ
に
、.
，，
當

該

產

業

に

.限

っ

て

資

本

の

收

益

が

少

く
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增
大
す
る
見
込
^̂̂
^
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丨 
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、

.
り以，

上資
本
を
投
下
し
よ.
う
と
せ
ず
、
又
投
下
資
本
が
囘
收
さ

れ
，
た

る

.
曉

は

再

び
此

事

.

ぢ
せ
あ
る
ナ
其
結
娱
ク
關
循
業
の
發
達
は
他
の
^

情
に
し
^
響

^
限
れ
望
ま
机
良
^
己
^

扣
為
る
で
あ
ら
う
。

.̂-

.'
--

;

-J
f
し
國
家
が
企
秦
家
の
利
益
追
求
の
：精

神

'?
:
嫌
っ
て
掘
係
處
業
の
私
營
を
廢
レ
、
之
を
：全
部
國
營
に
し
て
以
で
該
康
業
の

(

發

達

を

圖

、

• 

、
.
- 

, 

. 

• 

> 

..
 

*
. 

•• 

.

.

.

.

.

.

る
と
す
れ
ば
ど
う
な
る
で
あ
ら
う
か
。

 

: 

-

先
づ
第
1
に
若
し
國
家
が
之
ま
で
投
下
さ
れ
た
私
有
の.資
本
'に
對
し
て
從
漱
通̂

の
.’
利

子

と

普

逾

^

(

义

は
國
涂
が
適
當
に
資
本
見
積
り
を
し
て
貿
取
っ
て
し
ま
ふ

)

と
す
れ
ば
、
利
潤
の
減
，损
部
分
は
國
家
の
負
擔
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
國

‘

家
5:
-
以
て
國
民
金
體
の
利
喪
を
代
表
す
る
と
見
る
限
り
、
則
岑
國
民
ー
般
!0
*
負
擔
と
い
ふ
に
等
し
い
。
 

•

.

、

若
し
國
家
が
投
下
資
本
に
對
し
て
借
入
資
木
に
對
す
る
利
子
の
形
で
宛
額
の
利
息
の
み
を
保
證
し

* 
•殘
餘
の
利
潤
は
其
收
鉻
に
應
じ

..... 

... 

...'
 
.■/

 

-.
4-- 

-. 

-

て
配
當
す
る
と
す
れ
ば
、
資
本
所
有
若
は
恐
ら
く
他
の
茚
業
に
較
べ
て
低
雄
な
配
當
に
滿
足
せ
ず
"
よ
り
以
上
の
資
本
投
下
を
好
ま
ぬ
に

相
違
な
い
。
從
0

て
當
該
產
業.
の
存
續
發
展
は
偏.
へ.
に
國
家
の
カ
に
依.
る

：よ

り

.外

は.：國
家
が
公
債
に
よ
り
或
は
國
庫
收
入
の1

■
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. 

■
 
.. 

■
 

.
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-

部
を
さ
■
い
て
此
迤
業
に
资
本
を
役
ず
る
と
，い
ふ
こ
と
，ゆ
、
利
廻
り
の
低
い
事
業
を
國
民
全
體
の
•
負
擔
に
於
て
營
む
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。 

若
し
此
產
業
が
國
民
全
體
と
し
て
の
立
場
か
ら
損
益
を
顧
>

ず
營
ま
れ
な
け
れ.
ば
な
ふ
ぬ
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
國
岚
全
體
，の
負
擔 

を
顧
み
ず
之
を
國
營
に
す
る.
こ
と
は
意
義
が
あ
.る
と
い
へ
る
で
あ

ら

う

。蓋
し
國
斑
と
し
て
は
一
部
の
經
濟
的
不
利
益
の
代
り
に
、
-全 

體
と
し
で
發
展
に
必
要
な
阈
益
を
享
得
す
るV

と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

• 

1

. 

.

、

'

け
れ
ど
も
若
し
、
此
全
體
と
し
て
の
或
る
利
益
が
私
的
經
營
に
任
さ
れ
て
居
る
場
合
で
も
善
意
に
依
っ

'て
危
く
さ
れ
る
と
と
が
な
い'.
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と
か
、
父
特
に
國
營
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
程
特
殊
の
y
情
の
.ぼ
で
ゐ
る
も
の
で
な
く
、
其
經
營
を
國
民
各
自
の
選
擇
に
任
し
て
差
- 

,
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六)

支
へ
な
い
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば•

國
營
と
い
ふ
方
法
に.

^
^
て
0

指
し
た
效
粜
は
，反
動
的
影
響
を
觅
れ
た
と
は
言
ひ
離
い
の
で

マ.
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あ
る.
-0.
狗

傲

か

么

い

：へ

.
ば
、
：'當
該
產
業
め.
製
過
が
售
汾
猶
潞
を
引
上
时
ら
れ
る
と
い
ふ
こ
と
も
、.
«
家
％
利
澗
の
減
少
を
.-
«

擔
す
る.
と.

■ ■
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知
ふ.
^
と
も
V

供
に
等
し
夂
消
费
者
紀
|1
>
冗
§

者
た
る
顧
揭1、

般.
の
食
擔
に
歸
着
す
る.
：か
^

で
あ
る
。
但
し
消
費
者
た
る
國
民
.と
納

'
• '
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. 
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.'

娥
者
た
を
國
民
とt

間.
に
階
層
的
唆
違
びg

洛
冬
散
あ
ば
：興
限
多
敗
於
ズ
損
#

負

檐

の

差

別

：が

.
あ

芩

あ̂

^>

- , 

''* '
 
. 
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-'«. 
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m

擔

す

石

と

ぃ

，
ふ

と

';
>:.
は

、
.
個

入

所

得

：の

.
實
質
的
道
異
金
狗.
等
化
す
苓
傾
向
淹
持
り
が
、
商
品
め
^

将
騰
貴
の
場
合
ヒ
は
、.購
賀
漭
丈

.
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.

-
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.

け
が
其
實
質
所
得
の
高
低
に
無
頓
着
に1

樣
に
不
利
益
を
蒙
ち
：念
け
れ
ば
な
ら.
ぬ
：
^

'

;

"吾《

は
推
論
支
敍
セ
完
減
し
た
も
め
i

鬼
^
澈
な
ふ
ぬ
。.:1

つ.
の
政
策
め
影
響
拟
も
つ
.>
游
-'-
<
遠
く
及
'ぶ
セ.
あ
ち
ぅ
。
：
吾
々
は
國
營
：
 

に
於
け
る
顧
醬
能
率
の
問
題
，
澌
:«
の
均
等
化
が
資
本
蓄
*

把
及
ぼ
す
馨
を
ぷ
考
へ
な
け
れ.
版
な
ら
^

一
.
叉1

部
淦
燊
の
.國
營
が
他 

の
企
麗
營
に
及
ぼ
す
精
神
讷
影
響
も
考
へ
我
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
-,
0
.
或
は_
叉

傻

格

の

：
引
^ '-
げ
は
';
'
;
當
該
商
品
、の
需
要
者
^
對
す
る
影
響
許 

:
り
で
な
<

、：他
：の.
商
ロ
叩
の
：
需

耍

に

對

す

る

影

響

、
：
消

費

者

.
の.
需
要
體
系
：の
蒙
る
變
動
：を
す
ら
考
慮
す
る
必
寒
が
あ
る.
で
あ
ら
ぅ
。
此
等

ハ

.

.'
.

^:
こ

.

'

*
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..
の
起
り
得
べ
ぎ.影
_響
は
^

て
賢
明
な
芯
爲
政
者
が
'
:ー
つ
，
の 

:

さ
て
吾

.々ゆ

以
-£
'
(0
說
明
に
於
て
國
家
活
動
泛
法
撕
の
關
齋
を
繩
き
的

.。
分
析
し
て
來
た0其
分
析
の
仕
方.は
古
典
时
；な
べf
ム
•
バ
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ル
ク
，，
の

方

法

1

同

樣

に

國

民

經

濟

の

|§
'

現

«の
間
に
め
け
る
一
定
の
自
律
性
t

取
出
し
て
之
に
對
し
，て

:̂
部
か
ら

.干渉
す
る
な
ら.

ば.
ゼ
ぅ
な.
る
か
と
：い
ふ
形
式
で
：あ
つ
龙
0:
そ
れ
は
現
代
: 2
:

暴
セ
い
べ
'g

主
體
ム
客
體
と
を
別
^

に
し
て
客
玀
た
る
：市
場
交
換
經
濟
に

、
'
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主
體
た
る
國
家
が_

渉
す
多
と
ー
ふ
氣
梦
で
ぁ
与
漱
夸.
に
：此«

龙
考
へ
：&

相
本
論
文
§_

頭_
に'於
て
_述
べ
た
繁
經
濟
學

の
革
，新
的
，風
潮
に

I

致
し
：な
.い
。
.否
な
之
に
反
對
し
て
寧
ろ
守
舊
的
な
立
場
に
在
る
e
吾
#
は
故
に
主
體
と
客
體
と
を
銃
マ
て
.見
る 

所
の
新
し
い
立
場
：に
關
聯
し
て'說
明
す
る
所
が
な
け
れ
ば
な.ら

ぬ

ゃ
.

‘
.
V:

'

生
體
と
客
體
と
を
« '
1
す
る
法
則
，と
い
"
ふ
こ
と
^
#

々
は.
此
虡
で
*
€

と
經
濟
法
則
と
の
關
係
と
い
ふ
風
に
翻_

し

ょ

ぅ

と

思

：ふ
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藍
し
主
體
と.
か
：客

體
..

と
か
い
ふ
言
葉
比
色
々
な
意
，味
に
截
は
れ
て
頗
る
粉
ら
：ゆ
し
^
用
語
で

制
經
濟
〒
に
於
け
る
經
濟
法
則
の
意
味
卽
ち
國
民
經
濟
に
於
，け
る
國
家
の
役
割
を
ば
、從
來.
の
.，經
濟
法
則
は
如
何
に
見
る
か
と
い
ふ
こ
と

.
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に
在
る
と
い
つ
て
ょ
い
の
で
あ
る
。
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.
营

；は
囊
に
或
る
政
策
が
與
件
1

か
す
こ
と
に
思
て
8

法
則
と
ど
ん
な
關
係
に
立
つ
か
と

與
件
の
變
更
と
い：

ふ
點
丈
I

論
じ
、..1

定
の
與
件
0.

下
に
：行
動
す
る
各
經
濟
主
體
の
活
動
の
仕
方
ど
別
に
し
ず
は
論
じ
な
か
つ
た
。
ぺ 

.
純
粹
經
濟
學
の
從
來
の.
立
場
か
ち
す
れ
ば
、
各
經
濟
主
體
0
活
動
の
：仕
方
を
も
，ぐ
る
め
て
與
件
：の
中
へ 
'
入
れ
る.
の
を
常
と
す
る
。
吾
々

，
 

-

-

 

.

.

.

.

.

.

• 

.

 

.

 

i 

...... 

I

:

は
前
'
に
、
經
濟
的
醫
に
影.

を
及
f
l.

切
：I

件
I

濟
上
の
興
f

l

と
い
'
I

括

遼
 

は

畢

竟

す

：る

に

、

'
ブ
定
の
，社

會

生

话

に

於

て

：
人

^
が
多
種
多
樣
の
自
的
の
：
.
爲
に
外
讲
手
段
を
.獲
得
し
セ
之
を
利
用
し
ょ

に
在
る
の
で
あ
る
か
ら
、.
先
づ
人V

の
樹
'て
る
各
種
の
目
的
は
最
も
根
本
的
な
第1

の

經

濟

上

の

：
要

素

で

，
あ

る

-^
此

要

素

は

經

濟

學

上

. 

'

.

,

.

.

-

'

.

 

.

.

. 

. 

,

S

I

價
規
f

呼

ん.
で
お
く
。
第1

1

の
.
|
的
要
素
は
翼
と
遺
手
段
の
利
用
處

具
體
的
內
容
を
爲
す
も
の.
が
即
ち
興i

で
.あ
つ

て

、
そ
れ
は
第
“

の
も
の
杧
就
サ
は
人
々
の
知
睛
、、判
斷
办
、.

趣
味
等
個
人
的
：な
性
格 

i

避
f

義

1
驟.
 

凡一
.

a
.

五1
$
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,
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八
二 

e

!

5

&

.
如
，

風
家
意
識
'
國
民
性
"

論
理
的
精
神
其
他
一
'IM

の
文
化
的
發
達
の-

程
度
國
家
的
欲
求
^

等
於
其
i

要
® 

と
な
る
。
第
ニ
の
も
の
に
就
て
は
^

社
會
的
歷
史
的
な
內
容
を
構
成
す
る
も
の
は
勞
働
人
ロ
、
生
產
及
び
凌
襖
の
方
決(

技
術y

資
本 

的.
設
t '
Q
程
度
、
0 .-
;
然
利
用
：0
能
力
、.
そ
れ
か
-^
各
種
生_

手
殺_
を.
刺
_
し
處
汾
す
石
漆
惝
を
虹
接
に
顧
定
す
る
所
の
社
會
的
麻
件
や

關
ち
る
法
規
^

企
業
經
鱉
の
© ,
油.
に
關
ず
冬
制
« '
:
、#

用
に
關
す
名
制
«;
そ
れ
か
ら
又
所
謂
る
敗
會
的
勢
办
等
>0
;.
を
擧
げ
ダ
^

と
が
^

き
る
。

-.--..- 

-
 

/

■

.

.

.

.

-

:

.

.

.

.

.

,
,
.

.

-

§
評
價
規

^
^
と
、
財
货
處
分
上
の
條
件
と
を
擧
げ
た
の
は
シ-ュト
.リ'1
グ
ル
に
依

AoT
’即ち
*
ゾ
ュ
ト
リ
ー
グ
ル

.は极
本
的
な
經
濟
的
範
疇

■ 

と
，

'1
>
て

き

連

备 

 ̂Giiterver  
名 endungsm

OIgrlchkeiten  
を
擧
げ
て

©る
。

(Richard  Strigl;  okimisĉe  Kateg

o-den  

i 

'organisation,  .der  ..wirtschaft.  
1
9
2
3'E
IO頁參

照〕 .

V.
 
'...
一

'.'....
''.'、',
..,
'

,

.吾
々
は
此
等
の
倐
件
に
關
し
て.

一

定
の
狀
態
を
想
定
しV

:

置
か
な
け
れ
ば
經
濟
を
論
ず
る
こ
と
^

で
：
き

な

い

。
.
ニ 

i

定
の
社
會
的
法
的
狹
字
、.j  

'定
の
文
化
g
>

道
德
的
觀
念
等
孰
れ
も
興
件
の.

®

を
爲
さ.
ぬ
も
の
疼

$̂o
:■
所
謂
.る
經
濟
外
的
現
象
パ 

は
總
て
與
件
の
内
容
を
爲
す
も
の
と
い
へ
る
。

濟
學
的
觀
察
ば
經
濟
外
的
現
象
1

無

視

ず

る

，
の

で
^-
..
<
-
、

寧

ろ

之

を

澳

件

と

し
 

て
取
入
れ
る
の
で
あ
る
。
國
家
の'  
宠
む
‘る
所
の
叛
律
に
し
て
ギ
將
た
^

1

つ
.の
國
民
の
間
に
行
は
れ
て
居

' 

る
所
の
道
德
律.
'に
し
て
も
、 

そ
れ
が
經
濟
の
根
本
的
に
影
®.

ず
る
限
り
に
於
て
^

體
的.
、
歷
史
的
な.
る
：興

件

と
.
し
て_

濟
的
意
義
を
‘持
っ
の•
で
あ
る
。
例
へ
ば. 

,
國
家
め
：檄
カ
は
通
歡
々
尨
る
法
律
命
令
ぬ
形
で
琪
ゎ
る
が
:'

そ
れ
が
：現
實
に
經
濟
，
.
の
悪
素
に.
影
響
を
與
べ
名
時
>
#:
々
は
之
を
與
件 

.
の

中

に

取

人

れ

る

•
 
0

へ
ば
#

來
1

際
に
通
帛
カ
を
持
づ
て
居
た
所.
の.
蛭
法
やg

法
の.
規
茫
は
一
：部
に
於
て
經
濟
學
的
に
は
入
々
に
財 

,

貨
や
勞
働
の
使
褂
並
に
處
分
の
自
由
に
關
す
る
與
件
と
- c
て
經
濟
上
の
意
味
を
も
っ
て
居.
つ
た
の
で
あ.
る
Q

若
し
新
た
に
法
律
が
作
製

ザ
ら
れ
て
此：

等
の
自
由
を
著
し
く
制
限
す
る
と
と
£,

な
づ.
た.
と
す
れ
«

"

而
し
て
人
民
が
疋
し
ぐ
此
法
律
を
遵
守
首
：と
す
れ
ば
、
名 

:

れ
丈
け
從
來
の
贊
f

.

の

自

由

や

濟

主

體
<D
欲
求
め_

圍
が
變
化
す
る
ヒ
>-
杧.
な
名
。
^

れ
は.
經
濟
0
變
更
を
さ
れ
た
る
、與
^
 

を
意
味
ず
#:
の
：
.
で
あ
るo  
.
文
縱
令
ひ_

上
'經

影

響
ず
ベ
含
與
件
ゼ
劣
、
-そ
れ.
が
國
民
に
顚
つ
v

m

守
さ
■れ
て.
届

な

け

れ

：
ば

何

等 

與
件
た
各
意
味
ば
^

い

。

例

：：
へ
，
ば

在

商

昴

の

最

低

債

敗

令

.
が

發.
ぜ

ら.
れ

てi

實

際

に#

て

議

商

品

め

：
價

格

が

定

.め

ら

■

 

.

.

.

.

.

.

.

 

.

.

 

'

 

„ 

C
1 '
 

•

«

 
-

 
.

.

.

•

 
-

 
•

 

•

 

:

 

.

.

.

.

. 

.

常
に
遙
如
に
上
他
に
或
る
場
合
^

ほ

醫

な

法

令

は

無

：意

味

で

あ

.

る
。
禁
酒
命
を
施
8

せ
る
或
る
國
杧
於
：て
、
；.

國
房
が
筌
<
之
を
守
ら 

■ #
'

國家わ

：

取
嚴
し
く
幕
い
狀
鳆
に
在
る
ど

.

す
れ
ば
、
斯
樣
な
法
令
は
矢
張
り
與
怦
た
る
意
味
は
為
.v >
0

若
し
そ
れ
が
通
用
力
を

.
持.
つ.
も
0
^
あ

る

占

す

：
れ

ば

、
パ
そ
，
れ

は

，

.
ー
：
部

財

貨

；
の

用

途

，

^

限

し

從

つ

.て

經

濟

的

變

動

を

坐

む

I.

與
件
た
另
馨
を
持
づ
4

,の' .で；あ

:

.

' 

.

.
• 

• 

■ 

. 

. 

. 

J 

.. 

.‘ 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

‘
；> 

.

.

' 

• 

,

.

, 

一
 

' 

.

.

. 

, 

. 

. 

. 

.

.
'
'
' 

V
.
.
,
'

. 

一
 
；
.

一. ：

■

■

. 

.
、

: 

、 

.:'
•

,
_
中
山

I
Iも
慕
な
る
饔
の
循
環
が
墨
に
成
孪

iの
基
礎
1

件

ぞ

て

-
冶

,
‘ 

'

を
擧
げ
る
ブ
之
家
け
が
與
件
と
い
ふ
意
味
で
な
ぐ
、
他
の
與
件
は
吐
四
つ
：码
較.
べ
て
爾
要

&ら
'ざる
も

'
の
と
見

.られ
る
の
で
あ
る0
而
し
て
此

. 

• 

' 

.
■•
!
“ 

• 

- 

•
.

一
，
四っ
：

の與

.
件
と
し

'*
.他の「

天
災
戰

•の
如
き
偶
然
饷
事
情
や
政
治
吃
至
社
會
的
組
織
の
變
動
か
姊
き.

1:

般
的
事
情
、誤
謬
怠
惰
の
如
き

-

* 

.

.

.-

.

. 

:-

. 

'
.
パ.
.
.
.
.
.
.
. 

• 

• -

■
.
:個
人
的
事
梢
に
至〗

る
束
で
凡
そ
紙
會
現
象
の

.
1
部
と
し
て
考
へ
：-ら
れ
石
程
り

::

通
じ
て
經
濟
的
變
龊
を
生
ぜ
し
>
る

会

：へ.盔

る
3

中
山
伊
知
酿
純1粹
經
濟
學
钿
和€

，
ン.
_
3 

'

'■

.
,
.
'.筆者
ぼ.與
件
ぬ
直
接,»
間
接
ー
の
區
別
を
設
げ
ず
'
總

で

歡
.の
内
容
を
決
诺
す
る
も
：の
、

'
郞
ち
ノ
'
1の
_
會
に
於
^

■.
'
.,#
曹
し
又
^-
-經
濟
的
宇
段
の'.處
分
上
0.
條
件
に
：影
響
す̂:
.
.—*
.切
の
：察
情
を
ニ
律.に
與
件
七
夢
へ'た
.い
。
而
.Lて
ク
ラ
.
1ク
.
.や

ダ
ユ
ム
ベ
ー.タ
I 

V 

'

:
方
至
オ
ィ
ヶ
ソ.等
が
.肩
擧
す
る
：所.の
！̂

o'
與
件
は
1
金
潜
經
濟
.現
象
：を
規
铤
す.る
：の
に
囊
な
最
も
极.

な̂
る
與
降
と
.い
ふ
氣
味
で
 々

即
ち
©

的̂
^
い̂
ふ
ょ
ゎ
も
寧
ろ
唯̂
他
の
與
件
ょ
^

蜇̂
翦
で
あ
る̂

い
ム
意
味
に
於
て
之
を
考̂
た
い
。

.

-

經
濟
理
諭
ミ
統
制
經
濟 

. 

'
.
.
八三

:-.
c
r五1.

九〕



■

禁

理
f

統

制

綏

濟

八

拽

.

C
5
.

ニ
0

)

'

ご
.

.
經
濟
現
象
禽
理
論
的
に
把
握
す
名
爲
に
、

'吾
々
は
前̂

の
.如
き
與
件̂
^
^

.それ
許
り
で
な
々

*
.
此
與
へ

.られ
だ
る
條
件
を1.

定

.の目
的

^
^

し

な

け

れ

ば

が

ら

ね

。
一
：

.
各
經
濟
主
體
の
活
動
の.
方
向
は
'

當
然
、そ
れ
^

:̂
の4
價
値
評
債
規
權』

の
構
成
に
反
映
す
る(

反
映
す
る
限
り

. 

.に

於

て

經

濟

办
睹
題
と
な.
る
'
の

であ

■§•の^

各
欲
望
體
系
を
與
件
と
す
る

'̂
ら

•
は
、
特
、に
各
經
谓
主
體
，の
活
動
を
與
件 

か
ら
別
に
切
り
離
し
て
論
ず
る
必
耍
は
な
•
い
箸.
で
あ
る
。：
が
併
し.
此
處
に
い
ふ
評
憤
規
準
.と

は

前

1

®-
し
；て

各

人

の

職

.裡

に

在

る 

と
い
ふ
樣
な.

.1
>:
:の

で
#

く
、
謂
は
^
數
^ '
上
の
函
數
方
程
式
^

如
^
^
^

て
存
往
ず
石
も
の
に
外
な
ら
か
い
の
で
あ
る
0
故
^ '
';
か.
\.
る
評
價
規
準
を
組
立
て
各
人.

'々
の
.精 

實
に
國 

:

民
經
濟
現
€
^
i l
j.
か
し
て
行
く
賢
際
の.
起
動
力
と
し
て
頗
る
重
要
な
も
の
で
あ
っ
て
、
吾
々
は
么
，を
爾
餘
の
與
仵
と
褥
別
し
、
經
濟
の 

動
力
と
し
て
取
扱
ふ
意_

が
充
分
に
あ
る
と
思
ふ
の
で
t>
るo

'.
'
,

」

'
.;
.

 

:

經
» .
主
體.
の
經
濟
的
動
カ
は
純
粹
經
濟
學
，で
は
純
形
式
的
に
は
封
的
合
理
胜
の
：原
則
た
る
經
齋
的
、原
則
の
名
を
以
て
呼
-ば
れ
て
居

hv
v
貨
幣
交
換
經
濟
の
社

#に
於
て
は
營
利

.の.原則
と
し

.て理
解
せ
ら
れ
る
所
の
も
の
^

あ
ん
？
叉
資
本
主
義
經
濟
の
：特
質
を
強
調
す

> 

.

.

. 

• 

.

.

. 

.

.

. 

,

，る
爲
に
は
利
潤
追
求
办
精
神
と
い
ふ
名
稱
で
-

ば
れ
る
も
と
も
彭
る
。.

'

ll-
b
M
1I
I

^
v 
.謂
は
^
人
，々
の
行
爲
が
合
理
的
で
あ
る
な
ら
ば
當
然
則
る
、ベ
き
セ
あ.
る
と
>
 ,4

意
味
で
、
論
理
的
理
想
型
れ
構
成
の
爲 

一r-
選
ば
れ
た
所
の
原
則
で
あ
る
。
そ
れ
は
勿
論
各
人
：の.
從
は.
ね
ば
な
ら
ぬ
所
の
規
驗
的
原
則
と
い
^
や
ぅ
な
當
爲
の
意
味
を
持
っ
も
の 

で
も
^ .
い
し
、
叉
現
實
，

の
： ®

民
が
縦
て
®

ら
ず
此
原
則
に
從
っV
行
動
す
る
と
い
ふ
直
接
の
現
實
！

で
も
散
い
• 
°
唯.
々

現
.*
の
.行
動 

か
y

抽
き
出.
さ
れ
た
る
も
の
と
い
：ふ
意
味
で
現
實
把
撞
で
あ
る
が
、
其
性
格
は
論
理
的
な
理
想
型
概
念
で
あ
る
。
故
に
此
概
.念
の
想
定 

は
決
し
て
政
策
的
要
求
を
含
む
も
の
'
で
4

な
け
れ
ば
、
又
現
實
の
人
間
が
此
原
則
に
反
し
て
行
動
す
る
と
ぃ
ふ
事
實
と
：衝
突
す
る
も
©

.

.
で
も
な
5
:-
0

故
に
或
る.
人
が
例
‘へ.
：ば
或.
る
愛
國
心
を
滿
た
す_
か
叉
は
特
殊
切
手
愛
好
の
趣
味
か.
ら
四
錢
の
郵
便
切
手
の
代
り
，に
八
錢
の 

そ

れ

を

，
使

用

す
る
こ

と

を
何
等
非
難
す
る
意
味
を
持
つ
も
の
で
も
な
く
、
叉
斯
か
る
行
爲
ダ
否
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
も
な
い
。
七 

..れは
唯
々
觀
察
の
範
圍
內
に
入
っ
て
來
な
.い
の

' であ
る

。

强

ひ

そ

之

.を

合

法

則

的

,̂
說

明

，
し

よ

う
と
；す.
れ
■ば
、
他
の
人
々
が
四
錢
で
一 

へ
囘'の
通
信
の
欲
望
ル
み
を
滿
た
す
時
、.
其
人
は
八
錢
で
通
信
の
欲
望
と
愛
國
心.
又
は.
趣
味
の
.欲
望
の
兩
方
を
滿
た
す
と
言
ひ
得
る
で
あ

ら
う

。，
：，

' 
; 

^
 

.
 
■ 

V- • 
- ^

, '惟 ..

ふ
1C
、，
經
濟
主
體
の
此
經
濟
的
廳
度
如
何
ば
、
經
濟
現
象.
の.
決
定
的
要
因
と
：し
.て
爾
餘
の
如
何
な
る
與
件
よ
り
も
重
要
な
意
味
を

.

.

.
:
- 

•
 

• 

.

.

.

.

•

... 

- 

. 

•

パ
持
っ
0
蓋
し
各
經
濟
主
體
の
行
爲
の
方
針
杖
與
件
を
連
結
し
、
'均
衡
を
生
.み
、
更
に
與
件
の
變
動
に
適
應
し
ノ
又
與
件
を
動
か
し
て
不 

.
均
姻
を
葡
ら
し
、
經
濟
；の
發
展.を
惹
起
す
動
'*
で
あ
'る
_か
ら
で
あ
る
.°
經
濟
學
上
の
諸
法
則
：が
法
則
た
ゎ
得
る
の
は
复
に
プ
定
.の
與
件 

_に
對
應
す
る
人
間
の
行
動09
何
等
か
の
ム
ロ
理
的
な
冬
共
通
性
に
在
る
の>
あ
る
0

.縱
令
ひ
各
人
ガ
.そ
れ
ぐ
獨
特
の
意
欲
を
持
ち
、
獨 

.特
の
動
機
か
.ら
活
勸
す
る
場
合
で
も
、

一
定
の,

#
の
下
に
於
.て
は
人
々
.は
同
樣
の
：經
濟
的1
度
を
と
る
こ
と
が
觀
取
せ.ら
れ
る
0
若 

し
人
'々
の
問
.に
行
動
の
合
理
的
共
通
性
が
な
か
っ
た'な
ら
ば
、，
如
何
な
る
社
會
科
學
的
認
識
も
不
可
能
で
あ
る
。
但
し
此
等
.の
合
理
的

* 

• 

.
 

K
 

.

*

行
動
の
，裏
忙
含
ま
れ
：る
動
機
と
な
る
も.の
は
數
れ
ば
限
り
の)

な
い
程
多
種
多
樣
：に
分
親
す
る
こ.̂
が
で
き
る
が
、
ヾ
其
中
の
重
な
る
も

； 

'
の
は
愛
國
心
"
.鬪
爭
心
ゾ
物
質
■
利
益
の
追
求
、.名

.#
心
、
權
力
愁
丨
各
乳
の.恐
服
心
，，
博
愛
、
友
愛
、

：

公
共
心
等
が
あ
ら5
。

,
.
吾
，タ
が
自
油
營
利
避
濟
の
社
,#
を
理
論
的
廣
洗
の
省
象
と
す
る
場
合
、，
人
々
の
，行
動
の
原
則
は
通
例
營
利
の
原
||
1

と

し

て

_
理

解

せ

ら 

れ
'̂
0

1
れ
：̂
、
洛
經
濟
主_

が
其
輕
濟
行
爲
に.
於
：て
よ
り
ぶ
な
る
經
濟
的
利
-^
よ
ヵ
も
よ
り
大
な
'る
そ
れ
を
、
又
全
然
利
益
が
な
.い 

よ
り
は
、
；
.
外
な
^

士
も
利
益
の.
あ
る
1>
の
を
求
め
る
と
い
ふ
態
度
を
想
定
す
る.
こ
と
で
あ
る
。
而
し
て
此
想
定
は
、
各
人
の
っ
欲
望
の 

:.
.體
笫」

各
，人..の.「

疆

覩

準
.
し
の
鞲
造
を.
1.
定
の
型
に
盤
頓
：せ
し
^ '
る
の
ち
菸
る
？
此
場
合
吾
_々
:
は
'如_

• 

•
 

-
 

V
 

.
 

..

..

.

 

.
 

...
 

•
 

-
 

•
 
»
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.
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理
J
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制

舊
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'
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:

'

:
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'
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'
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:
'
: 
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P
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練
濟
#

論
士
妹
制
總
濟
.
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八

六

C
1

5

 

ニ
V
 

.

的
又
.

は
國
家
的
が
動
機
や
目
的
を
一
々
數
へ
て
設
讀
し
：ょ
ぅ
’

と
し
.

な
い
!0
' 

.

:
 

‘
 

'
 

.

(

然
る
に.
現
實
の
社
會
に
於
て
此
等
の
經
濟
主
| |.
の
此
構
造.
は
絕
ぇ
ず
變
動
を
曼
け
る
。
彼
等
は
或
は
法
律
命
令
に
從
ひ
"
或
は
道
徳 

律
に
從
ひ
、
或
は
自
發
御
な
决
意
か
ら
、.
或
は.
外
部
的
權
ヵ
^

服
從
し
‘て
、
或
は
•
階
級
的
利
害Q

刹
斷
か
ら
、
或
は
個
人
的
な
無
智
や 

誤
謬
ね
妒
せ
ら
化.
或

議

民

全

體

忙

對

す

る

蘼

き

慮

、り

如

ら

：
そ

れ

ぐ

の

：

「

評

儐

規

：準

」

の

構

造

を

變

更

し

、
：

'
其
構
成
要
素
を
入
れ
替
“

"

.
氣

妓

如

べ

ナ

夺

の

；
で

'あ
る
。」

此
等
0 ,
變
東
や
取
籠
擰
は
：̂

^
0

與
#

と
し
'て
の
，
側

か

&

い

へ

ば

各

種

ぬ

需

要

：
の
：質

的

並

.
に.
量

的

の

，
， 

:

._
變
§
^

啟
ク
て
現
れ
、.
又

同

時

に

與

件

ヒ

對

す

务

經

濟

主

體

：
の

»

應
^
仕
方
の
變
動
を-
も
惹
自
1

裒
に
ネ
*_
.

や
發
辑
^

^

の
變_

.
:

と
も
#

^

て
，現

れ

る
"

の
で
あ
：る
ー

0

.

.

0- :
.
.

パ̂
^ ̂

^

v

v

.

v
 

'
(

，：_'

■■.

.

'

.

其
f

政
策
と
經
濟
法
則A

I0
關
係
と
V i.
ふ
黯
か
ら
息
れ
ば
"
：政
策
亦.
*
效

力

：を

最
I

 
く
讓
す
多
に
は
、
..政
策
ほ
與
件
を
變
更 

>.

す
る
と.
：同

時

，
に

，

恩

に

最

^

稂
本
的
な
此
經
濟
(0
動
カ
に
働
奪
哲
#

け
れ
ば
な
ら.
な
‘い
の
で
あ
る
ャ
'
へ
：：八 

:

、

力

に

對

す

る

活

動

が

目

的

通

&

に
實
效
を
捧
ち
得.
る
；な
b

ば
、
；大
多
數.
の
，馨
.
法
則
は_

政
策
に.
依
っ
て
鞛
の.
如
<

曲
げ
ら
，
 

.
:れ

：
る

と

い

つ
^

も
ょ
い
程
で
あ
名
？
然
ー
る
時
は
需
要
供
給
の
原
則
^
レ
て
4
>

グ
シ
ャ
气
の
法
則
に.
レ
て
も
貨
幣
數
量
說
圮
し.
て
も
、
 

皆
萎
當
性
紅
失
っ
て
し
ま
：は
ぬ
と
も
限
ら
ぬ
で
>
あ
ら
：ぅr

例
へ
ぼ
、
，國
民
：が
總
.て
國
家
的
說
敎
力
影
響
を
受
け
て
欲
し
い
物
を
欲
し 

'
:

い
と
思
は
ず
、
損
德
を
把
外
視
し
て
高
低
種
々
0

(6
段
で
敢
引
す
る
こ
と.
を
心
«

げ.
る«

に
其
評
價
規
準
を
變
更
す
れ
ば
、：：

腎
溜
め
：
.
やV  

_

賣

惜

し

み

篇

醫

場

：0
交
換
法
則.
は

總

：
て

通

甩

し

.
な
く
が
'る
^

相
違
な
ぃ
。良
貨
：は
惡
貨
と
相
並
ん
で
流
逋
す
を
か
も
知
れ
な
ぃ
し
、
'
 

又

ど

ん

な

に

銀

行

券

を

證

し

、
，
條

用

を

膨

脹

さ

せ

セ

^ .

ィ

ン.
フ.
レ
丨
シ
ー
ヲ
ン
：
の

心

酤 

へ
/
併
し
政
策
が
此
樣
：に
威
力
を
發
揮
す
一
る
場
合
で.
も
、
猶
ぼ
政
策
は1

.
定
の
限
界
を
持
め
て
居
る
。
そ
^

.

る

。
一
即
ち
國
家

f t

人
民
：を
ど
ん
な
に
能
率
的
.

に
利
用
じK

も
.

.,

其

勞

霞

カ

^

維

持

ぬ

は

限

度

が

ぁ

名

タ

國

家

ほ

ど

ん

な

杞

多

大

の

財

貨
を
生
產
さ
せ
よ
ぅ
ど
も
、
，
資
源
に
は.限り
が
あ
り
，
生
產
す
る
：價

@̂
り
消
費
す
る
價
値

.が多
け
れ
ば

;>
國
民
の
：蓄
積
は
段
々
と
減 

退
せ

■ざ：る
を
得
な
い

* 

:

即
ち
ニ
般
的
に
收
支
相
償
ば
な
所̂
の

.經營
を
繼
續
ざ
せ
る
な
ら
ば
結
局
經
濟
的
生
產
カ
は
萎
縮
せ
^
る
を
得

.
な.
い
：の
で
あ
る
。
.
:..

.  

.ノ 

ノ
.
-
..
マ̂

一
べ,
-
'
、r

.:
:
:-
!
 ̂

； r

',.
.'
ベ.
'
.
.
.

'
'
,

:
:斯
樣
叙
窮
揮
の
自
然
的
限
界
は
：別
と
し
：て
、
兎
ぬ
角
經
濟
主
體
：の

.

.行
爲
動
カ
を
變
更
ざ-ぜ
各
：ど
：い
ふ£'
と
は
强
大
な
影
響
カ
を
持
つ 

も
の
で
あ
名
。
然
る
に
國
民
：の.此
社
#
的
な
勸
カ
^
自
在
祀
左
お
す
る.ヒ
.
.と_
ど
ん
汔
國
家
.權
カ
を
.以
て
す
る
も
.そ
5'
:
家
易
で
ば
な
い
0 

.
例
へ
.ば
國
家
&
全
國
的
尨
敎
育
她
設
に
依
つ
七
國
民
を
敎
育
す
名
ゼ
.：と
が
.名

る

0
:。之
め
依
つ
^

無
I

偏
見
の
I

は
減
少
し
、I

f

を
l
.
s
f
^

得
る
f

 
^

る
も
の
で
は.
な
い
が
、
：兎
に
角
或
期
間
の
中
に
斯
樣
食
效
與
を
生
ず.
る
：と.
し
セ
も
:;,
:
'
そ
れ
が
現
代
の
營
利
的
經
濟
の
動
^̂

せ.
し
诒
搏
'̂
と
は
簡
寧
に
考
.：
へ
；
ち
：
れ

：な
い
、
で
：
.あ
.
ら

ぅ

？

著

.が

近

世

初

頭

.
の

啟

蒙

時

;«
に
人
^

.

の
與

件

に'

多
大
の
變
化
を
與
令
、.
.讀
.

.々

相

俟

や

で

麗
< 0

寶
本
主
_

經
«

の
崔
產
カ
&

_

に̂

 

龜

"ない
ャ
併
し
な
が
ら
今
此

.
敎
育
め
カ
を
：以
て
近
い
播
來
に
向
つ
，そ
：全^

上
げ
よ
う
.

と

す

る

本

と

：
は

殆

.

ど

不

取

能

で

あ
& ,

ヶ

？

藎

し

規

代

め
*

本
连
_

機
霞
狹
し
セ
觀
念
的
匕
故
意
に
造
认
上
^

^

■.
で
.は
を

の̂
：で
あ

^
o.k世以«
.め幾
多
0
社
會
生
義
者
、
共
產
き
美
者
の̂
|
:

,;
>

想

の

，
實

現

；
に
：成

功

し

て

居

务

ぬ

：
の

^

、.
.

實

に

此

經

濟

的

動

カ

に

對

す

.る

大

な

誤

解

.. 

...

...

..
 

...
 

-,
 

*
 

•

'••
•-

 

. • 

■
 
- • 
■
 

.. ,

h
誇

張

ム

そ
-
<

.̂
_

賓
的
利
害
^
貫

徹0
爲
^

の
み
行
勤
す.
る

如

ベ

、.
他
0
或
る
も
の
汰
之
を
輕
蔑
し
て
空
想
的
な
德
性
の
；み
を 

人
間
に
期
待
し
た
の
で
あ
る
。 

‘

.
'■.
爾
民
‘
精
®

^

度
^

變
べ
て
孩V

其
國
全
體
め
經
■

組

織

を
.®
f

i-
ぅ
と
い
；ふ
様
な
高
大
f t
計
畫
：は
暫V

措
く
i

p

て
も
、
‘興
へ 

奮
.
理
f

狡

锄

鞔

濟
. 

AHk
e

l

l
s
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^
5
-

1.

-
ら
れ.
た
事
情
の
卞g

於
^
各
經
濟
主
體
の.
評
^

:.1

樣
に
變
更
す
；る.
と
い
ふ
を
^

ず
ら
さ
ぅ
容
:#
.̂
行
は
れ
難
^

の
电
あ
る
0
..
'
.

.
.

例
へ
ば
先
の
例
に
貪
ら0

:て歲
國
の
遯
信
省
が
四
錢
の
郵
便
切
手
と
：<錢
0
愛
齓
郵
便

.切手
を
發
行
し

>:爾者
兆
に

.同ー.1性
質
の
信 

.
;

»絞
_
に

贫̂
つ

/̂
丄
ょ
ぅ
。

«家
が
：愛
國
心
を
麸
吹

.し、：'八錢
切
手

.の阽
用
を
推
餳
す
る
；場
合
に
：彳
 

で. 

.あ芩
か

。
國
呙
が
總
：て
自
發
的
に:7
\_切
手
を
使
用
し
そ
、
；
四
鍈
切
手:$
:賓4
冬
の
：が
な
く

.な队
ば
國
家

(0
敵
策
ば
完
金
に
達
せ
ら

' 

',
'

番̂
ヒ
と
^
な
る
し':
>

八
錢

_
の

»行
き
が
：惡
け
れ
ば

;.
'そ
れ
史
け
國
民
の

.
农
應
が
ょ
：く
黎
い
こ
と
を

#

浪

が

擧

.0
て

.四錢
切
手
を
見
向
き
も3
尨
い
程

.
國
家
：

.の遣
德
敎
育
が
奏
效
す
る

.なら
ば
：で
國
家

#

國
的
事
業
に
就
て
：從
來
の
：經
濟
主
體
の
價
値
激
擰
表
に
反
し
た
政
策
の
'
遂
行
に.
成
功
す
る
^ .
:
も
知
れ
^
^
^
^

,. 

• 

.•..'
 

:...
+ 

> 

,

か.
と
>

ふ
こ
>.

は
入
'.
々
の
價
値
選
擇
表
の
中
で.
比

較

的

重

要

：
で

な

い

位

置

：
に

在

る

，
で

あ

名

ぅ

。

.

若
し
問
題.
が

一

.
層
深
刻.
に

な

.つ 

:
て
，
國
策
:0
啟
に
#

給
や
賛
銀
の
% '
加
を
諦
め
た
：り
、
；恩
給
を
遠
慮
し
た
り
、':
又.
は
何
割
か
の.
賛
銀
#

給
'0
:.飢
減
杧
甘
ん
ず
る
か
ど
ぅ 

か
、，
換
言.
す
れ
ば
：吾

人

が

自
.3
の
：
.
物
慾
を
棄
て
：た
り
勞
働
を
從
來
ょ
り
低
く
評
償
す
る
か
：
.
ど
5 ,
:
か
：と
'い
：
_
ふ
§

^

拿
に
對
す
る
滌
濟
主
體
の-M
應
は
郵
便
切
手
と〖

律
に
論
ず
る
課
に
は
ゆ
く
ま
い
。.而
1>
て
'實
'
£此
處
に
吾
々
は
經
濟
の
ニ
っ
の
：動
カ 

に
對
す
る
働
き'か
分
の
困
難
を
見.る
の
で(

あ
る
.
o 

.
切
手
；で
ず
ら
：普
：く
個
农
訊
債
基
準
を
永
續
的
に
移
し
替
へ
る
こ
と
が
さ
ぅ
簡
單

' 

.
P

な
い
4
す
れ
ば
-'
他
の
1
層
重
要
な
問
題
^
關
し
、
：
否
裊
生
活
態
度
全
般
に
亙
つ
て
欲.^
ft
系
を
a
ホ
的
に
#
_
成
す
る
と
と
は
相

當
：の
期
問
の
餘
裕
を
見
凫
け
れ
,«
行
は
れ
難
い
2
考

べ

：ざ

る

：を

得

な

い

：0 
. 

. 

.
'.-

.  

、
.

-

, 

• 

- 

• 

.

.

. 

.

.

.

.

. 

: 

.
、

.

其
故
に
政
策
當
局
者
と
し
て
は
、
或.る
經
濟
的
效
果
を
姐
ふ
場
合
、
-.
'
國
民
の
行
動
の
倫g

化

又
说
M

値
選
#
規
準
の
#
編
成
.を
企
だ

. 

て
る
こ
と
'は
正
に
重
要
な
職
務
の
'一つ
で
.あ
る
：が
い
.同
時
.に
其
效
.果
：の
絕
對
力
を
過
信
し
て
；

a

な
ら
ぬ
の
で
あ
つ
て
、
そ

れ

ぐ
の
適 

.
當

な

與

俾

の
設

定
•
變
M

に
際
し
て
も
國
民
'が
ど
ん
為態

度.
で
之

を
受
取
名
か

とv>
ふ
t

と
を
常
に
考
氣
し
な
け
れ
：ば
な
ら
ぬ
。
今
日

我
國
に
於
て
見
ら
れ
る
所
の.
賣
れ
惜
し
み
、貿
溜
め
又
は
闇
相
場
の
如
き
現
象
は
純
粹
經
濟
學
的
に
說
明
す
れ
ば
、
各
經
濟
主
高
の
欲
望 

體
系
に
對
す
る
法
律
的
變
革.
の
：反
應
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
之
を
別
の.I

一

n

葉
'で
い
へ
ば
、.
國
民
0
時
局
認
識
の
不
足
と
か
、
國
民
的
'
 

..協
カ
意
識
(0.
欠
如
と
が
、
公
益
わ
無
視
、
私
益
追
求
；の
惡
弊.
な
史
-
^
:

へ
る
：か
も
如
れ.
ぬ
0:
ハ
個
人
主
義
的
觀
念
；か
ら
拔
け
て
な
い
か
ら—

 

た
と
見
る
人
が
あ
る.
か
名
し
れ
ぬ
。
或
ひ
は
統
制
法
規..が
不
完
全
だ
か
ら
だ
と
見
る
も
：の
も
あ
ら
うO

表
現
は
樣
々
で
あ
る
が
、
.要

す
•

■

る
に
問
題
の
稂
本
は
法
令.
に
依
つ
て
實
現
し.
よ.
う
と
し
た一

づ
の.
自
罾
が
國
民
の
#
^

の.
經
濟
的
評
債
に
逆
ふ
も
の.
か

±
^,
受

け

容

れ
 

.

ら

れ

る

，も
.
の.
か
ど
う
か
：に
あ
る
の
：で
あ
る
。
政
策
當
局
者
が
斯
樣
な
望
ま
ム
か
ら
ざ
る
反
應
を
是
正
し
て
國
家
的
な
目
的
釔
遂
行
す
る 

爲.
に
、.
法
令
を
發
し
經
濟
を
動
か
し
，
各
經
濟
主
體
の
價
値
規
準
を
變
化
し
よ
う
と
す
る
努
力
は
認
め
ら
於
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
0:
そ
れ 

V
は
國
家
：の
權
カ
を
合
理
化
す
る
最
も
根
本
的
な
方
法
と
し
て
其
意
義
を
認
め
な
け
れ
：ば.
な
ら
ぬ
。
併
し
な
が
ら
國
家
‘の
摟
カ
の
全
能
を 

:

信
じ
、
：所
謂
る
經
濟.
の
自
律
性
を
金
，̂
蹂
躪
しV

:

じ
か
も
政
策
目
的
を
達
成
し
得
る
如
く
考
へ
る
の.
は
、
現
實
の
經
濟
の
動
き
に
釾
す 

る

認

識

不

足

：
の

.
甚
だ
し
き
も
の
で
あ
るV

,-
■

.■

經

濟

法

則

：が

社

會

法

則

：
で

.
あ
t

意

味

法

則

で

あ

冬

と

と

：は
，本

論

文

の

：初

.
め
：に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
爲
政
者
は
此
法
則
に
含
ま
れ
た 

兔

實

味」

を
*

視
し.
て
よ
い
孓
ゃ
な
ら.
ば
、
&

律
や
武
；

其
他
あ
ら
ゆ
る
國
家
的
武
器
を
利
用
し
て
國
民
を
自
在
に
支
配
す
る
こ
と 

.,
が
で
き
る
ー
で
；あ

ら

う

ブ

若

し

國

民

各

艮

を

意

思

の

.な

い

：人

形

：め

如<

取

极

づ
.，た

り

、
：
：
意

思

の

發

表

を

許

^

れ
為
^

る
と
へ
と
が
で
彦
る
な
ら
^ -
國
家
は
與
へ
ら
れ
た
名
國
際
的
情
況
と
自
然
的
技
術
的
限
界
め
内
部
に
於
そ
計
畫
を
其
儘
に
實
現
し
得
る
：

で
，あ
ら
ラ
0,;:

' 
.

.

ブ

'
' 

ぐ
'

.

ぉ：併
し
為
が
ら
若
し
^
う
：で
な
く
>

國
家
璧
與
の
寳
行
を
國
民
そ
れ.

>̂.
§
自

覺

の

，
中

に

求

め

る

な

ち

.
ば
、_
國
家
は
社
會
的
經
濟
法
.： 

' ..
■則.
の「

意
味」

を.
尊

重

し

そ

：
其

：中
へ
，
國

家

的

意

思

.
を
浸
み
込
ま
せ.
ズ
ゆ
：か
彥
れ
ば
な
ち

.̂

ゾ
が
岗
時
に.
此
浸
透「

の_
絕
對
：的
能
カ
を
過,

. 

鸫
濟
理
输
过
統
制
綷
濟 

; 

八

九

ハ

ー

五

ー

ー

£
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.
九o 

.
(
一

:

ム
ニ
六〕 

す
る
と
と
な
く
、

一

朝

1

夕
に
變
更
し
き
れ
な
い
所
の
國
民
の
慣
値
規
準
の
潜
往
的
動
ヵ
を
否
定
せ
ず
、.
寧
ち
之
を
標
準
.と
し
て
政
策 

を
傭
て
、
ゆ
く
べ
き
で
あ
る
o

若
し
經
濟
法
則
れ
意
味
が
法
律
や
道
德
の
力
に
故
っ
て
簡
單
に
否
定
*
變
觅
さ
れ
る
も
の
な.
ら
ば
、
ぞ 

れ
は
初
め
か
^
!
:

等
法
則
た
る
fi
t
-
打
は
な
い
と
い
っ.
て
ょ
い
。
經
濟
法
則
’と
限
ら
ず
總
て
の
社
..
#

的
意
味
法
肌
が
斯
様
に
脆
く
變
り
易
，
 

.
V ..
も
の
奴
ら
ぼ
>

■•
平
素
國
家
と
し
て
萣
め.

®

':
#

やl
:

i

な

道

徳
,#
の
：靈

&

い
ゼ
こ
と
ず
ら_

難
で
あ
ら
ぅ.
と.
^
^

:
^
&

咏

。
：
、
獄

浪

社

會

，
に

於

セ

は

、

_
;,
ク

の

政

策

す
..ち

侗

等

據

り

所

ー

の

尨

い

實

杇

困

_

啟
^
^

て「

經

濟

；
の

茵

律

性
」

を

否

定

ず

る
&

と
は
ハ
政
策
の
寶
符
そ
め
も
の
^

茶
定
す
る
こ
と
で
あ
^ !
と
さ
へ
^

へ.
^
で
：あ
ら
5:,

9
逆
に
い
へ 

'ば
、
遍
的
な
經
濟
政
策
id
合
理
的
恕
碳
濟
办
自
律
替
が
あ
れ
ば
匕
そ
成
立
す
る
の
で
あ
号：  

'
ド
:.
:
:
.
-
'
丨
 

:ヽ經
濟

法

則

ば

政

策

.
に

對

レ

セ

其

效

ヵ

を

敎

：
へ

ュ

同

時

に

其

限

现

支

劃

ず

も

名

れ

で

あ

^'
と

い 

:

ズ

明

如

で

：あ

る

と

思

今

'
而
し
て.
此
關
係
が
明
瞭.
に
な
执
ば
、

:-
5

:
:
ダ
の
課
題
め
：
3

濟
法_

靈

味

、
：
若

し

く

は

國

家
(

勢

ヵ0
ぉ

醫

抿

則0
關

係

も

亦

純

賴

經

濟

學

の

立

場

：
か
^

:

等

嘉

涠

的

碘

綻

な

し

に

說

明

か

で

•きを
：で
あ
：ら
ぅ
，

■ 

V 

-
> 

ベ

;
.•■;
;
.'.
..
'
';-.
 

.■:
:■
‘'::.... 

- 
 ̂

.

V

國
家
が
'̂
楚V

る
所
のI

切
CD
'

.政策
は
此
益
場
ょ
^
觀
れ
ば
緘
て
與
件
の.
變
更
設
定.
^ :
あ

技

、

茼

續

に

斯

く

變

更

、

設

定

せ

.ら

れ

た
 

>

與

件

內

柘$
セ_

濟

活« |,
を

指

導

し

ょ

ぅ

.
と
す
る
も.
の
：£
外
な』

な
い
：タ
國
家
が
活
動
は
今
日
經
濟
の
商
に
、於
て
統
制
經
濟
政
策
と 

.
呼
ば
れ
て
居
る
政
、.
此
等
は
皆
社
會
經
濟
現
象.
に
對
し
て
輿
件
を
變
M

.し'、v

新

た

な

る

與

件

を

坐

む

と

い

ふ

，意

！

^

#

つ
：
の
で 

.意味
に

於

：
て

は

國

家

活

動

梂

則
：：

の

中.
へ
f

 
:込
む
毛
い
べ
る
で
あ
ら
ぅ
Q
:
そ
れ
は
從
來
の
市
場
經
濟
的
經
濟
法
則
を
否
觉
す
る 

と
同
時
ゾ
に
、
、
之

釔

^

^

名
國
家
的
活
動
の
下
祀
活
ト
さ
ぅ
と
す.
る
孓
：
.
の
で
あ.
る
0(

直
接
に
經
濟
現
象
に
午
涉
す
る
所
の
^

制
^-
^
政 

策
吒
一
旣
m_

m

述T

た
確
り
®

柢
に
於
セ
當
該
規
象
に
密
接
な
關
係
を
槔
ち
與
件
に
對
し
ゼ.
，一，定
の-
影
響
を
與
へ
る
&
と
を
意
圓

.
ず
る
も
^
で
^

け

れ

ば

無

意

味

で

：あ
：
る

3

':,
;
.. 

. 
.

V
'.
'
.

".' し
：、

：：
：  

..、
ぐ

ノ

」

.：

へ；

而
し
て
.
1
.つ
の
新
た
な
銃
制
は3

の
與
件
の
.變
更
や
文
法

と
ほ
へ
：市
場
機_
に
»

る̂
限
奴
，

''
,::
鶴

均̂
衡
攪
亂

0 .
贿
因
で

化̂
も
の
，は
您
.扒

。
り

然

か

為

或
.

る

統

制

を

加

：へ:̂
:ゲ
と̂

依
；
0

:

:て
直
接
に
：均
_

を

保

證

し

，

4

爻

ど

す

：
る

^

と

':
.
、

.
h 

'
國
衆
が
棘
败
：策
的
活
動:.
1C
.國
民
經
濟
：の
何
部
に
於
て'爲
す
理
由
に
は
多
々
あ
り
、：.其
影
：響
に
於
て
經
濟
的1
展
を
催
' «
ぜ
ん
と
，.す
る 

文
之
を
阻
寄
す
る̂

砍
も
办
り
.̂
國
民
經
濟
機
耩
其
物'
£は
腐
れ
ぬ
-̂

办
彖
あ
れ
ば
又
；そ
^
«
寧
に
類
す
る
も
灯
も

..

I
.
备
 

•
 .
 

.

.

. 

;
••-•••••• 

•■• 

I
 

.

.

パ.. 

•

.

石
か
^i

れ
：̂
?
或
'ひ
は
1

1
種
的
不
況
時
代
に
於
け
る
如
/
-\
歪
ん
だ
均
衡
を
恢
復
レ
て

「

茁
常」

な
る
均
衡
狀
態
：
へ
，導
が
ん
と
：す
る

,

•

.

.

. 

.

-
 

.

'

象
圖
に
出
ず
る
か
の
ネ
^

る

で

瓜

ん

ラ

。
.

國

家

が

政

：策

的
.

苄
渉
を
梆
へ
動
機
：が

囊

紀

於

ら
.
.ぅ〉

，と
|
;>
'
市

場

的

均

衡

に

關

す

る

限

.

..
.
.
.
.

. .
.
.
.
.

.-

>•
• 
- 
• 

- 

, 
-.ノ
 

.. 
• 

- 

• 
.
.
. 

.

.

*

り
ブ
そ
れ
に
依
つ
ゼ
薪
七
れ
海
衡
が
諛
定
さ
札
苓
の
で
は
な
く
丨
當
詼
政
策
干
渉
以
前
に
於
て
尚
つ
そ
居
ク
た
所
の
從

-- .

:

'

■》  

.

.

.
-

|

\
■

>
,
1
.
.
.

{

ぬ
熟
拿
が
、ィ
今
廣
は
新
た
尨
顏
の
：下
杧
於
て
攪
風
さ
れ
'る

：の

で

あ
<>,

て
'

%

ぎ

と

时

時

に
.
あ.
る

新

た

な

均

衡

べ

'
同

は

ぅ

と

す

る

別

則 

で

あ

る

。
：
即

：ち

.
あ
ぞ
與
件
の
璣
把
fe
T:
苘
に
鉍
で
其
變
更
を
意
圖
せ.
る
主
f t
の
意
思
に
^

濟

の
1

の
變
化
を
生
：む

か

も

知

れ

な

い

，が

、

他

面

.

に
：於'

て
必
中
や
反
動
的
な
變
化
を
$

も
：の

般

敗
_

_

が
1

0

ぐ

<0
:

與
件
.

^

依
：つ
て
.

露

づ

け
^

が
た
1

:'.
'ク
ぐ
め
紙
濟
主

'ら
必
然

抱

鏡

推

し#
る
事
柄
で
あ
.气
.

\、

 ̂

:

'

)

v

、

; v.
f

:
/
然
吝
於
敗
に
.風
家
的
鏃
制
政
策
は
縱
令
み
そ
炸
が
：不
具
，に
欢
つ
^

自
曲
經
脔
杩
於
_
る
歟
的
調
節
勝
用
に
代
つ
セ̂

實
行
さ
れ
る
場
合
に
於
て
も
新
た
な
均
衡
を
直
接
に
設
定
す
る
カ
の
あ
る
も
9

で
は
な
い
。
ま
し
、て
現
今
に-
於
け
る
樣
に"

大
多
數
の

铳
制
策
が
現
f t

經
濟
機
構
そ
の
^

の
に
對
す
る
變
革
で
あ
り
、
其
#

編
成
で
あ
り
、

一
部
生1

：

部
門
の
抑
壓
、

一

部
坐
商
部
門
の
增
進
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-

c
t
5
1
a
!
>

'.
で
あ
つ.
た
り
す
る
場
合.
に
然
か
も
、
市
場
機
構
を
原
則
と
し.
て
認
め
：
.
て

.̂ .
か
5-
と
す
る
限
ぉ
、_

統
制
策
興
物
、の
中
に
新
た
な
る
均
衡
の 

;>
效.
果
を
求
%

:んi
す

る

の

は

自

家

攀

の
..も
の
で
あ
る
。
現
黉
の
經
濟
界
に.
於
て
ー
づ
の
統
制
が
他
の
統
制
を
呼
び
、
絲
制
に

.重ね
，
 

で
統
制
を
加
：へ
0

、
あ.
つ
て
其
止
ま
る.
所
^
 

あ
る
が.
、

.0
一
 

つ.
の
■統
制
策
が
必
ず
他
面
に
於
セ
或
る
變
化
を
生
む
と 

い.
ふ
相
關
次
係
：の
原
則
が
作
用
す
る
加
ら
に
ル
な
ら.
ず

、
：
而
；じ
 ̂

均
衡
へ.
向
^
と
：

S
.

ふ
'經
濟Q

.

動
き

、
. -

' 

. 

.

.

.

. 

. 

.

.

. 

. 

' 

.
V
.
.
.
. 

•
, 

-

.

.

.
忙.
於
け.
る
安
定
的
璩
素
は
全
<

欠
け
る.
の
^ ;
ぁ
る
0
^

し.
て
安
定
を
^
^

.國
家
'の
^
次
に
附
加
べ
&
れ
る
統
制
策
萁
物
に"は
斯
:<
の
：如
く
安
.定
的
效
果
が
無
い
と
い
含
：と
抹
何
灰
意»-
ナ
る
か
？
.そ
れ
は
，一

■
0

に

は

國

家

の

；立
て

る

.

所
( 0

法

律

の

經

濟
.

に

對

す

を

限
#;

5 :
'

'

物

語

飞

：も

め

ゼ
^ -

り

^

ー
 

つ
に.

は
、-

酿

じ

事.

の

反

面

で^ .

る
^ :

國

家

，
の

,
政
策.
は

經

濟

的

活

動

を

實

地

亡

し

：
て

居

：る

费

£
确
..タ
の.
經
濟
主
體
の
力
の
協
力
を
俟
乾
な
げ
れ
ば
所
期.
の
；
效

：艰

を

期

待

し

難

く

、

此

協

!
-

^

考
慮
せ
ぬ
限
权
r

i

界
は
秩
序
を
立
そ
：る
こ
左
困
紙
で
あ
り
、
反
ダ
て
統,

の
混
胤
、：.
钟
翁
の
^ -
方
針
を
喚
，起
ず
る.
に
至
る
.で 

.  

'-
あ
ら
ぅ
と
'い.
ふ
と
と
^

あ
る
0: 

' v
:

^
'
:'

V 

.法
律
は
其
本
質
に
於
て
卽
ち
經
濟
的
活
勸

Q
擦
件
を
#
す
る
：.も
の
？で
：あ
り.、
經
濟
的
救
動
£
 

で
あ
る
。

•

之
は
自
由
競
爭
，の
場
合
で
も
'
 

銃
制
經
濟
の
瘍
合
で
も
變
り
は
無
W '
.
所
謂
る
&

由
競
争
の
社
#

に
於
て
も
人

.̂

の.
經
濟
的
活
訪
ユ
，r 

.
定
の
法
律
的
秩
序
の
'卞
に
於
て
行
は
れ
る
の
で
あ
る
，
統
制
經
濟
の
：
.
社

- #
に
於
て
は
人
々
の
：活
動
：の
條
件
は「

自
由
經
濟
-に
於
け
る
ょ 

.り4

層

嚴

し

.
<
、

.一 .

層

細

か.く

規

定•せ

ら

れ

、
.
其

範

圍

'も

亦
|:

層
狹
ぐ
、

ー
層
限
ら
れ
る
で
あ
ら
ぅ.
が
、
人
-々

の
活
動
其
物
を
一
定
の 

方
向
に
限
定
し
た
り
、1

つ
ぐ
場
合
に
應
じ
て
指
定
し
だ
P

す
る
こ
と
は
で
き
な
^

の
で
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
：、
與
へ
ら
れ
た
る
倏 

件
の
下
杧
耷
て
ら
れ
る
各
人
，の
慣
値
規
準
は
之
を
法
律
に
依
つ
て|

定
順
序
に
規
定
す
る.
こ
と
は.
で
き
^̂ 
5
1
0

經
濟
活
動
t

「

法
規
の
：上
に
'」

で
あ
っ
セ
、
1
法
規
に
依
づ
て」

で
は
敖
い
0 

,

.
 

>

人
間
に
少
く
と
も
自
主
的
’.な
經
濟
活
動
が
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
て
唐
0

て
、.
狹
め
ら
れ
限
ち
れ
た
る
條
件
の
下
.'に
於
て
經
濟
の
總 

て
の
部
面
に
於
て
個
々
人
の
，經
濟
的
勢
力
が
活
躍
す
る
限
り
、
經
齊
の
動
ガ
は
個
人
与
产
の
活
動
に
在
っ
.て
決
し
て
法
律
命
令
に
あ
る 

名
の.
で
は
な
い
。
國
家
の
法
律
命
令
は
人
民
を
皆
人
形.
化
し
ょ
ぅ
と
す
る
の.
で
な
い
限
»)
;
、經
濟
の
酖
カ
た
る
ヵ
を
持
っ
も
の
で
な
く
、 

を
い-4

:>
間

接
に
之
：を
刺
戟
し
叉
は
抑
壓
す
る
原
因
と
な
へ
る
に
過
智
な
い
。
而
し
て
，法
規
に
依
っ
て
人
間
の
行
動.
の

二

っ

^

^

の

場

合 

を
規
定
す
る
と
と
は
不
可
能
で
あ
つ.
て
見
れ
ば
、：
人
間
を
人
形
と
す
る
こ
と
は
法
律
の
力
を
超
え
；
他
の
力
に
侯
た
な
け
れ
ば
な
ら
な 

%.
そ
れ
は
即
ち
所
謂
る
國
家
め「

政
治
力」

.
で
あ.
る
：o.
併
し
な
が
ら
爲
政
者
が
國
民
を
奴
隸
視
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
化
す
る
こ
と
を
欲
せ
ず
，、
 

寧
ろ
國
策
に
對
す
名
國
民
の
觀
カ
を
期
待
し
"
以V

其
發
布
す
る
法
規
の
意_
.

を
'ば
童
大
な
弊
害
な
し
に
實
現
じ
ょ
:5
と
望
む
な
ら
ば
、 

政
治
カ
の
獨
教
的
濫
用
は
之
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
.:
0

政
治
カ
は
人
民
の
經
濟
的
活
動
に
逆
ひ
、
之.
に
專
制
的
壓
力
を.
ま
べ
る
：代
り 

に
、.
寧
ろ
ニ
：齒
に
於
て
之
を
指
導
す.
る.
と
同
時
に
、
他
面
に
於
て
之
に
協
カ
を
求
め
：其
援
助
5 :
期
待
す
る
如
き
方
向
に
何.
ふ
も
.の
で
な 

衧
れ
ば
な
ら
ぬ
-0.
:.-

,

ふ

-
ぐ

'

'

.

\

-
.

'•
而
し
て
斯
く
の.
如
き
國
家
的
活
動
a

則
述
の
如
ぐ
決
し
て
法
律
的
規
定
，の
：み
に
依
賴
し
て
以
.て
達
し
得
ら
れ
ぬ
も
の
で
あ
る
と
す
れ 

ば
、
そ
れ
は
人k

の
活_

の
精
神
を
導
い.
て.
以
て
國
策
に
向
ふ
«

に
へ|
方
に
於
て
經
齋
機_

の
修
^

と
他
方
^

於
い
文
敎
育
、
：宣
傳
、
. 

訓
棘
、.
說

敎

等

即

ち

所

謂

：
る

國

民

淸

神

か

：
作

规

に

，俟

た

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

即

ち

國

家

的

干

凝

は

法

律

に

依

っ

て

與

件

を

設

け

た

り

.變
 

ベ
た
k

す
る
と
共
に 
>:
1
層
直
接
に
國
民t

評
價
規
準
を
變
ベ
る
.途
を
選
ば
^

け
：れ
ば
な
セ
ぬ
。：：即
ち
そ
れ
诚
あ
义
與
件
に
對
し
て
反 

應
す
る
人
々
の
活
動
の.
仕
方.
に
影
響
せ.ん

；： g

す

る

も

め

，
で

あ

，る
：

0

然
が
も
そ
の.
影
響
は
國
乾
.の
福
働
を
設
定
せ
る
與
件
の
實
現
せ
ん
と 

す
る
目
的
を
達
成
す
る
に
都
合
伙
ょ
い
德
な
內
容
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

M -
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九

四

(

1

5

)  

/ 

.

例
、へ
ば
從
來
の
自
由
經
濟
に
於
て
人
々
の
現
實.
の
評
價
規
準
ば
個
人
的
■福
‘祉
の
追
求
と
稱
し
て
も
よ
い
所
の
も
の
で
あ
っ
た
o

即
ち 

個
：々

の
經
濟
主
體
自
ら
ひ
必
要,

自
ら
&
判
斷
に
從
っ
て
與
件
と
し
て
の
餘
要
凾
數
が
一
定
の
内
容_
を
と
っ
た
。
而
し
て
そ
れ
は
通
例 

各
人
が
各
自
の
欲
望
滿
足.
の
最
大.
を
圖
る
と
い
ふ
風
に
も
表
現
さ
れ
た
。
然
る
ぬ
之
に
對
じ
て
現
今
の
統
制
經
濟
に
於
て
は
國
家
は
今 

や

會

の
欲
锗
稱
斷
そ
の
も
の
纪
影
響
し
*
各
人
が
そ
れ

；
^國家
的
必
要
、
國
家
的
欲
求
を
ば
直
接
自
ら
の
故
求
判

斷

'
の

中

へ

費

： 

れ
で
考
へ
疯
ほ
兮
様
に
說
き
敎
へ
る
ヒ
ど
を
旨
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
換
言
す
れ
ば
各
人
の
.營
刹
的
行
動
の
辟
翦
的
規
乾
の
內
に
於 

て
私
的
な
飲
求
滿
足
よ
り
，も
公
的
な
欲
求
滿
兄
へ
の
考
攄
钇
一
層.
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
0
.營
利
的
行
動
そ
の
も
の
は
否
定
し
な
い
げ 

れ
ど
も
、
營
利
の
中
で
私
的
動
機
よ
り
も
及
的
動
機
の
占
め
る
地
位
を
强
め
る
檨
に
す
る.
の
で
あ
る
。
略
言
す
れ
ば
私
的
營
利
心
の
代 

り
に
公
的
營
利
心(

若
し
か

-̂
る
言
葉
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば〕

が
働

-<
や

.-
5

.にし
な
け
れ
ば
な
ら
办
。
即
.ち
最
近
屢
々
取
擧
げ
ら
れ
る
沂 

办
新
し
き
經
濟
-»-

:
^
と
ば
此
意
味
に
解
さ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
よ
く
新
し
き
經
濟
の
'論
理
と
合
故
し
ぅ
る
で
あ
ら
ぅ
0. 

、

.
 

.
 

.

* •
.， 

.

.

.

.
 

.

.

. 

• 

!..
.

••
 

*
•
 
,
 

•
 .
 

■

 ■

 

■

 I

.
厂
國
寒
ば
.其
意
®
す
る
所
め
；滅
策
を
览
今
轧
新
し
き
經
濟
淪
齊
の
撤
嵐
を
期
し
っ

〜

&

ヤ
蚤
必
耍
に
迤 

fe
瓶
资
ず
る
_

を
し
て
效_

0

&̂'
む
.る
：最
羞
要
だ
要
件
で'あ
る
。
；.併
し
な
が
ら
從
來
ま
で
歡
習
的
で̂
0:

.

漁
敵
械
於
^

务
糈
神
< 0

爲

.̂
.方仗
如
何
激
各
@

前
.

の.

必
：要
：に
_

ら
队
る
と
ば
い
へ
.

一
朝一

夕
に
之
5 :

變
見
し
得
る
も
の
で
は
な
い
0

國 

象
が
あ
ら
ゆ
名
敎
化
宣
傅
の
：手
段
? :
'

-

利
胖
し
；て
.

國
民
に
新
し
.

i

經
濟
输
理
を
し
み
ご
ま
^

之
を
實
蹂
さ
也
よ
- 5

と
し
€

も
、
急
激
な 

效

艰
: ^

之
，に
| |

待

し

：て

ぼ

な
: ^

ぬ
0

嫌
激
餘
人
心
の
變

..
双

>の
'政浩
カ
の

_#$:
■'も
亦
見
る
の

.セ於
备

;0
政
は
取
め

.心
以̂
て
其
心

す̂
べ
し

.とい
ふ

:̂
-へ
.
：の
：鋳
は
端
的
に
政
歡
の
：限
界
釔
尿 

し

，
た

も

ぬ

 

>
解

す

；
る

で

，
と

も

で
.きる
：で

.̂
ら
ぅ
が
國
家
は
人
民

指̂
翁
次
る
地
位
に
在

:̂
け
れ
占
；

^、其
指
導
は
即
ち
人
民
を
抑
壓
ず.る' 

tと
に
依
づV

效
猓
を
あ
げ
得
る
も
の

'で..
な
く
、よ
ね

よ

，ぎ
協
力
；へ

_っ
，で
國
民
的
信
賴
ね

.

诺
し
政
治
力
'

に
.

しv
:

此
指
導
方
針
か
ら
萬
が
.r

に
も
そ
れ
る
.

檬
な
こ
.

と
が
あ
る
な
ら
ば
、
國
家
の
.

統
制
调
濟
上
.

の
：

p
i

は
多
：く
其 

力
を
失
ふ
命
讚
f

で
|

ぅ

1'
0
1

.

0

の
與
件
變
慶
^

^

感
を
喪
失
す
'#
で
，あ

ら

ぅ

。
，

.
幾
百
千
の
法
規
ー
の
制
定
を
以
て
し
：て.
も
望
ま
。
き
均
衡.
へ
：の
動
き..
は

生

：じ

な

い

セ

我

ら

ぅ

。
：斯

く

の

.
如

象
 

事

態.
は

猫

ら

、
に
：國

象

：泡

體

の

..
み.
な

ら

：ず

、

國

民

 

一
A-

A
ネ
の
經
濟
行
動
の
計
畫
性
を
著
レ
ぐ
不
安
定
に
^

文
し.
ま
ひ
* 

.統
制
は 

一
■
的 

r -
言
つ
：て_

思
猶
濟i

に
秩
序
を
羝
へ
な
い
で
反
：對
杧
馄
観
を
興.
へ

る

と

：
と

に

な

.
る

セ

あ

ら

：ぅ
o.

斯
ぐ
し
て
は
、，安
定
の
な
い
所
に
進
步 

へ
の_

り
所
も
あ
り
得
な
い
の
で..
あ
る
か
ら
、
：
國
民
經
濟
は
衰
退
す
：る
よ
り
外
に
途
ば
な
.く
な

.る

と

い
は
な
け
れ
ば
な
レ
ぬ
。。

： 

:.

以.
上
の
推
論
：の
次
第
を
爾
單.
夂
要
約
す
れ
ば.
次
の
檬
に
な
る
。;.
:-
:.
: 

ノ

, -..
':

■-
 

ノ 

.

.■

は
經
^
+

の
與
件
を：

設
定
し
又
は
變
：1#
^
る
、
庇

. «
味
に
於
て
國
家
は
經
濟
洪
則
に
千
涉
す
を
と
少
ふ
：よ
：り
、：
之
を
利
用
す
，
 

.

る
の
で
あ
^
。
：併
し_

の
カ
の
み
に
依
づ
て
；經
濟
働.
カ
だ
る
人
心
を
規
定
す
：る.
こ
：と.
：ゆ
で
せ
丧
い
、
如

,

へ
.：る
‘こ.
ぉ
：は
で
き
な
い0

.
V -
 
^
 

^
 

. 

.

.

:

.

.■
■.

'-
、

-

,

 

'
,••
:

人
心
へ
の
指
圖
は
結
局
政
治
力
や
倫
：適
的
感
化
比
俟
た
ね
ば
&

ら
ぬ
0::

ノ

:
.
ぺ 

：:

■',
:

» ,.

,
:■
'國
家
妒
之
に
成
功
し
得
る
な
ら
ば
、
：：，經
濟
激
則
の
意
味
其
自
籟
も
國
家
の
：政
治
ガ
に
依
り
：て
變
寅
し
：得
る

.こ

.と
を
意
味
す
.る
？
ぃ

.

.
,

•
• 

; 

i 

' 

• 

.
 

.

*■.
 

..

.

し.
'1
:.-
然
る
に
如
徇
に
强
大
な
政
治
カ
を
以
て
じ.
て
も
一
朝
1.
タ
に
經
濟
動
カ
の
動
き
方
^
©

更
す.
る

で

と

は

困

難

ヤ

あ

る

.。

:

’
ぐ

* ■ 

:
•
*
/
,
. 

- 

- 

.

.

.

. 

: 

V

'

而
1>
て
與
件
'の
設
定
變
更
に
際
し̂
は
常
に
此
與
件
の
：下
.に
動
く
動
カ
を
考
慮
に
入
れ
な
'け
.れ
ば
な
ら
ぬ0
‘
_
-,.
 

•
 

* 

.ン 

:

故
に
法
律
は
1,
方
に
於
て
政
治
ヵ
'
の
棱
護
を
通
じ
て
典
件
の
設
定
歡
更.
の
新
し
'

^

.の
經
濟
動
力
た
る
人
心
を
容
認
し
之
を
利
用
す
る
様
に
與
件
を
設
定
變
M

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

:
.若
1>
之
に
違
背
す
：
4
ば
法
律
麗
定
は
經
濟
效
果
£
於
て
'逆
作
用
の
衡_
を
受
け
各'で
蚁
ら
ジ':
°
: 

- 

^

;'
-

\ 

•
• 

•

癖
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现
諭
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一
.

.

.

.

.，.
て
-

.

-

.
-

: .

.

以
决
の
：說
明
は
經
濟
と
法
律
の
關
保
钇
概
觀
し
灰
孓
の
；で
：あ
る
が
,'
'>

同
:«
の
：
問

題

を

國

家

ど

：經

濟

法

則

ん

# 

:  

な
ら
ば
、•
我
か
の
純
粹
經
濟
學
的
立
場
は
一
層
理
解
し
易
い
で
あ
ら
ぅ
。.

幾
分
の
重
復
を
厭
は
ず
に
兩
者
の
關
係
を
說
け
ば
、
純
粹
徵

..
■_ 

濟
學
的
に
國
家
は
、

ー
づ
に
は
與
件
と
し
て
、
ニ
つ
に
は
與
件
を
變
更
す
る
勢
力.(

政
策
、
政
治
力〕

と
し
て
、
三
つ
に
は
、
國
家
自
ら
'
 

經
濟
主
體
占
しy

與
件
内
杧
活
動
ず
る
-*動

力
！

*
:

と
し
^

國
民
經
濟
現
象
を
構
減
ず
る
：の

で

态

る
:
:

;
Q.

:..
::.
*_•

.即
：ち
市
場
經
濟
組
織
と
い

4

理
想
型
概
念

P下
に
淤
：て
：ば
、國
家
は
專
ら

«會
的
法
律
秩
序
の
：形

於̂
て
經
濟
の
：與
件
と
見
ら
れ
る0 .  

財
產
私
有
の
：制
满
や
所
有
權
に
關
ず
る
規
定|:
初
め

し̂
營
業
の
自
由
、
：職
篆
選
搽
の
自
由
、#:
居
移
轉
の
自
山
、
契
：

i

の

.自由
‘
.
結 

社
の
自
由
等
、
主
と
し
て
自

*の
名

.
に
於
て
呼

.
ば
机
る
所
經
濟
的
與
件
：を

|
|̂する
:も':の：は
即
ち
國
家
の
勢
カ
に
外
敖
ら
な
い
。
佩
し 

な
が
ら
國
家
の
勢
カ
は

.
單
に
經
濟
活
動
の

.個人
的
自
由
を
保
證
す
る
と

.>:
ふ
意
昧
に
於
て
輿
化

.とな
る
許
り
，で
な

<、自
^

.1

定
.の
經
濟
活
動
を
指
定
す
る*
味
に
'於
て
も
亦
與
件
と敦
る
o

.X
;
ま
一
定
の
■社
#
的
法
律
秩
序
を
維
持
す
る
と
い
ふ
こ
と
自
體
が
、 

何
等
此
等
：の
秩
序
の
な
い
撒
會
に
比
較
し̂
積
極
的
な
與
怦
設
定
た
る
意
味
を
も
づ
て
居
る
と
^
へ
る
®

!:
0.
^

に
*

家
を
與
件
と..
し
て
取
擧
げ
な
い
の
は
、
之.
を
無
祺
す
る
か
ら
で
，
.
は.
な

く

：
て

寧

ろ

，
反

對

に

理

想

的

な

國

家

秧

序

を

想

定

ず

る

か

ら

に
 

外

な

ら

な

い

。

即

ち

純

粹

經

濟

學

は

國

家

，
の

な

.5
無
政
莳
的
な
社
會
を
考.
へ
て
居
る
の.
で
な
ぐ
、：
.

各

人

：
の
.
.
經

濟

活

動

が

國

家

撒

力

に

保
 

證
せ
ら
れ
、
國.
家
换
序
は
其
制
度
に
於
て.
も
其
機
能
に
於
て-
も
完
全
に
：安
定
し
；て
鹿
る
こ
と
を
想
定
す
：る
0
^

經
濟
坐
活
忙
對
す
^
國
家
權
力
の
影
響
は
之
を
餘
外
し
て
議
論
を
進
め
る
こ.
と
が
で
含
る..
の
で.
あ
る(

註
ニ
6̂

^̂̂̂̂

(

註
.
.

D

法
律
秩
序
を
與
件
と
す
る
こ
と
に
就
て

"
人
或
は
.愚

を
.狹
む
か
も
し
れ
ぬ.、
即
ぢ
法
律
秩
序
は
實
際
に
於
て
粜
し
て
人
々

.の
經
濟.
l
t
M
 

-

爲
の
原
' ®
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
•し
、
そ
れ
は
人
々
の
_
濟
行
爲
の
必
耍
に
應
じ
'て
作
レ
れ
た
も
の
だ
と
說
く
か
も
知
れ
ぬ

0.
理
論
經
濟
學
の 

,

.

灼
部
に
於
て
、
法
的
原
因
と
經
濟
的
原
因
の
相
互
惠
響
の
關
係
を
输
ず
る
の
は
不
適
當
で
：ぁ
る

0
:そ
れ
は
他
の
研
篼
視
野
阏
へ
'ば
^

つ

：盼

の

方

面

に

於

て

は

重

要

な

問

題

か

も

知

^ ;
な
い
が
\
理
論
經
濟
學
：の
硏
究
に
.際
1.
:
;て
ば
：現
觀
に
势
當
す
る
法
別
秩
序
を
^

^

組
|

規
定
.

■

す
る
一
マ
の
■與
件
と
し
で
見
る
ご
と
を
許
さ
れ
る
^

普

ぅ

。
^
3.
'
:

^
前
揭
書
一
〇
〇
某
以
下
參
照〕

：ぺ

ご
^

■

~
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註1
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三
〇
0
頁
參
照
0 

:

•:力
.ゥラ
は
總P

の
：經
濟
的
價
値
は

.必ず
國
家

.のかE

依

:̂
て

也i

れ
が
法
律
の
影
靨
を
受
け
な
い ̂

し
.て
爵 

べ
る
？
而
し

.てそ
れ
は
全
く
茈
.當
な
主
竭
で
あ
る
デ
':
'
, 

.

-
 

..

..

.
 

■

 »

f 
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 «
 

.
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國
家
は
例
へ
ば
政
府
自
ら
專
賣
事
業
を
■
營
す
る
に
當
り
獨
占
的
勢
力
を
振
ふ
。
之
は
同
輯
事
業
：の.
民
間
經
歡
を
誅
^1

ぬ
と

す
る
熱 

:
贮
於
て「

自
由」

5 :
':
鲂
げ
る
—

0
:0
與
件
と
見
ぢ
ル
ん
0
^

公
序
良
俗
を
«

,-
1.
衛
性
^

不
適
當
^

i

制
限
し
也
り
於
る
場
^ :
に
も
、H
k
由」

を
妨
げ
^

與
件
^

な
安
裳
ら
う
0.,
維
粹
漱
» ;
學

欣

此

等

の

ー

魯

ぞ

1
へ
々
說
明
す
る
と
と
が 

セ
き
る
。.
ー
方
獨
^

^
双
办
獨
^ .
、
：多
！E

等
の
比
即
ち
此
種
：の：

1
^
由
1—
の
阻
嗜
ぜ
'ら
れ
た
る
與
件
の
下
に
於
け
る
經
濟
法
則
を
說 

.
く
も
<0-

で
ぁ
‘る
？
今
书
行
は
：れ
つ.
\
ぁ
る
所
0

る
で
ぁ
ら
う.
0
.

:.

:)

國

家

刃

勢

力

故
-̂
律

の

形

に

：於

て

經

濟

秩

庚

ど

構

^

^

こ
と
は
；以
進
の
如
ぐ
で
ぁ
る
が
>
國
家
が
庇
旣
存
の
'經
濟
秩
序
に
對
し
孓 

»;
し
い
法
規
仏
以
で
變
&

を
痛
へ
：

)

て

來

を

時

、
：吾

ギ

说

之

を

§
'

に

對

す

冬

國

家

：
の

興

件

設

定

凝

更

と

し

ャ

^̂ 

&
#

ぼ
范
動
ひ
仕
方
及
％
之
に
ー
對
す
を
經
濟
の
反
應
：の
說
晚
&
そ
ば
本
論
文
の
主
要
部
分
を
占
め.
る
も
'の̂

^

_

合
に
就
て
は
更
に
說
明
克
加
へ
か
必
要
を
見
な
い
で
ぁ
ら
う
。
/
 

,
 

'

..
/

■

' .
第
三
に
*

國
家
ば
經
濟
生
體
と
し
て
、
自
ら
與
へ
ら
れ
た
る
條
件
の
下
に
、
爾
餘
の
經
濟
主
體
と
相
並.
ん)

で
活
動
す
る
こ
と
が
ぁ
名
。 

却
ち
國
營
の
種
>

の
企
桊
に
於
て
政
府
當
局
者
は
企
蒙
家
と
し
て
又
は
資
本
家
士
し
て
活
動
し
、
他
方
に
於.
て
自
ら
の「

欲
望
體
透
を 

持
つ
消
費
者
と
し
>
て
商
品~
の
需
要
に
大
な
勢
カ
を
示
す
と
と
が
ぁ
る
の
，で
ぁ
る
。
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國
家
が
他
の
經
濟
主
體
と
相
並
ん
で
經
濟
活
動
を
，す
る
時
、
國
家
は
與
件
自
體
で
も
故
け
れ
ば
、
叉
與
件
を
變
更
す
る
も
の
で
も
な 

..
く
、
其
自
身
與
件
に
服
從
す
る
も
の
で
あ
る
。.
換
1111字
れ.
ば
國
家.
，の
行
動
は
.原
則
と
し
て
市
場
經
濟
的
な
經
濟
法
則
把
合
致
す
る
笹
で 

あ

る
.0
併
し
多
く
の
場
合
國
家
の
事
縈
は
營
利
の
原
則
に
依
っ
て
經
營
さ
れ
な
い
.。
國
家
的
企
業
の
目
的
は
公
共
的
金
體
的
で
あ
る
と 

同
時
に
、
企
業
苻
宂
の
基
礎
は
經
營
收
人
に
犮
右
さ
れ
な
い
で
、
.他
の
源
泉
ょ
り
資
本
の
供
給
を
仰
ぐ
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
國
家 

.

活
動
が
斯
様
食
特
殊
の
懂
1

を
持
ク
際
に.
は
：吾

；
々

ば

國

象

(0
'
:經

濟

主

體
.

：̂

る'
こ

と

は

，
で

.
き
な
い
。
が
併
し
其
沽
動
は
吾
々
の
法
則
と
如
何
に
相
違
し
、
從
.っ
て
如
何
な
る
異
っ
た
結
粜
を
生
む
か
と
い
ふ
こ
と
を 

、
吾
々
の
，經
濟
法
則
に
準
據
し
て
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら
ぅ
。

： 

'

「

■■
:
國
營
企
業
が
卿
樣
な
特
殊
の
事
情
に
ょ
っH

區
別
邊
れ
ギ
ヴ
会
ち
故
的
尨 

に
观
れ
る
場
合
に
於
て
羌
ー
國
家
自
體
に
備
は
吝
弾
大
な
る
政
治
的
^

社
會
的
勢
カ
は
其
經
濟
行
爲
に
名
反
映
せ
食
に
は
耠
か
ぬ
。
併 

し
此
意
味
の
力
は
獨
り
國
家
の
，み
な
ら
ず
、
'凡
そ
經
濟
主
體
が
主
體
と
，し
て
活
動
す
る
場
合
に
、
程
•度
の
差
こ
そ
あ
れ
必
ず
備
へ
て
居 

る
も
の
で
あ
る
。
各
緙
濟
主
體
の
カ
即
ち
經
濟
的
勢
力
は
此
場
合
與
件
を
變.
i l
l
す
る
も
の.
と
じ
て
.̂

な
く
、
與
件
の
內
部
に
於
て
、
經 

.
濟
法
則
其
自
體
の.
中
に
法
則
を
遂
行
す.
る
も.
の
と
し
て
把
握
さ
れ.
る
も
の
で
あ
る
。
蓋
し
經
濟
現
象
は
結
局
與
べ
ら
れ
た
る
條
件
の
下 

に
於
け
る
各
種
經
濟
ヵ
相
亙
間
の
關
係
か
ら
生
れ
る
も
の
‘
で
あ
ヵ
、
法
肌
は
此
現
象
の
中
に.
一
定
の一

般
的
規
律
を
抽
出
す
る
：も
の
だ 

:

か
ら
で
あ
^
:

純
鞭
經
濟
學
的
か
法
は
此
闖
係
を.
ど

ん
.̂
形
で
#
4

て
居
る
‘

セ
いふ

：：

に
、.
”
■
商
品
0

市
場
惙
格
形
晚
に
就
て
い.
ふ
な
、
 

ら
ぱ
、
當
該
商
品
の
價
格
が
腺
界
的
寶
手
と.
限

界

的

賈

手

と

の

：
評

_

の

間

セ

部

瓦

間
(0.
.
交
涉
に
依
づ
て
觉
ま
ふ
と
：い
.ふ
表
現
が
之
に
相 

:

當
す
る
。
兩
脔
：の
間
隙
が
m

ど
な
い

.場合
に
唆
'兩
者
の

.交渉.
に

際

し
..
':
1._

の.
側
の
'經
濟
的
勢
カ
が
特
忙
强
く
働
<.
範
圍
は
少
い
の 

で
あ
る
が
、'
競
爭
が
■.
少
く
、
獨

r-
b
f的
要
素
が
存
す
る.
場
合
ず
は.

兩
者
の
限.
界
的
評.
價.
の
間
隙
が
廣
く
、.
從

つ

て「

つ

の

^

力

が

他

の

十.
'

■

一
 I:'i

|>
 

‘
，

：

4  

、
 

' 
•.

|.
:
'ン

'.

I.

一
 

'

I 
.

.
s
^
r
;t
i'
-
r
,
-
^
r
w
w
>

«<
.I
n
Jf
;
t
r
:
*
'
, 

ト̂< ̂へ* l,.̂h<*

:

勢
力
を
貪
か
し
て
自
己
に
有
利
な
，方
向.に懷
格
の

'高さ
を
引

..
つ

'ける
：餘
地
が
ぁ
る
譯

'で.ぁる
0
&

則
に
反
せ
ず
、:-.
寧
ろ
法
則
を
執
行
す
る
所

.の.要素
で
.
^
る
とい.
へ

る。.
國
家
は
經
濟
半
體
と
し
て

'活動
す
る
場
合
、供
給
者
と
し
て
も
、 

需
要
者
と
し

.ても

.多く
獨
占
的
な
力
を

.振：ひ
得
る

.立場
に
在
る
た
め

.>;ぁ、.ら，_ゅる
布
場
經
濟
現
象
に
就
て
支
：配
的
な
ヵ
を
示
す
こ
と
が

......... 

......... 

:.
■
. 

- 

-I 

- 

•• 

; 

•

.で
き
る
の
で
ぁ
る.
,0
.
.
'
,
.
.
- 

.
:■.
.
.
.

 

二
.
.
.

以
上
め
說
明
か
备
づ
と
類
推
で
き
る
や
ぅ
に
、
銃
制
經
濟
、
：
計
書
歡
濟
、
：
猶
爭
經
濟
、
國
防
經
濟

.

H

は
政
治
經
濟
と
妒
ば
れ
る
現 

代
の
齔
民
經
濟
現
象
を
分
析
す.る
>
に
、'純
粹
經
^

^
が
特
.に
國
家
の
活
動
を
或
ば
與
件
と
し
て
、
或
は
與
件
變
更
、
設
定
の
當
事
者 

.と
し
て
或
.は
個
別
.的
經
濟
主
體
の.指
翦
者
，と
1>
:,て

、
_
は
其

自

ら
 

一
*
濟
主
體
と

し

て觀
察
す
る

と
と
は
沙
し

も
#
^
の
方
法
を
放
棄 

す
る
こ
と)

で
4

ぃ
し
、'又
非
論
理
的
な
轉
向
で
も
な
い
。"現
實
.の
世
界
に
於
：け
る
國
家
の
活
動
：の
變
化
に
：應
じ
：て
、
經
濟
學
に
於
け 

る

掘

家

め
.
役

割

：が

新

な

意

味

を

帶

び

.て

ぐ

る

0
'は
當
然
，で.
る
。'
.
'
が
併
1>
^

る
も
の

-で.
は
な
，い(

6
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,
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.中山
伊
知
郎「

均
衡
理
論

資̂
本
理
論」

第

5£
章
昭
刺

±,參
照
0

: 

-  
. 

,

:

•.'•.-
.

統
制
經
濟
ほ
經
濟
學
の
理
論
と
し
て
：の
本
質
を
變

/

へ
る
1
の
で
な
く
1
寧
ろ
其
內
容
の
擴
宠
に
外
な
ら
ぬ
と
い
ふ
亂
敎
授
.の
見
解
に
筆
苕
は

,賛
成
す
る

:0
.'.
-
：
'

V

::;
:
, 

.

.

'

I 

•
•
• 

. 

- 

• 

' 

• 

• 

■.
 

-
•
• 

. 

. 

. 

•

\ 

. 

, 

.

.

.

. 

• 

■

-.
.
!
* 

.
 

.
 

.

■'適
渡
期
に
ぁ
る
親
制
經
濟
の
：現
狀
は
吾
々
の
：見
る
所
ぢ
以
て
す
れ
ば
、
；：經
濟
的
不
均
衡
そ
の
’も
の
で
ぁ
る

:0

:
:均
衡
へ
：
0

•
-
•
+
.
- 

. 

. 

.

.

. 

•
-
-
.

ぐ.
.
.
.
.
.
.
.
.
. 

; 

.
: 

- 

.

治
に
依

.つ，て

.變更
さ
妙
、
：又
之
に
對
す
る
經
濟
的
反
應
が
更
：に
變
改
古
れ
て
居
：る
狀
態
で.
：ぁ
る
。
之
は」

：

見
經
濟
に
對

.する
政
治
の
優

. 

越
と
い
ふ
觀
を
虽
す
る
。
然
も
猶
ほ
政
治
は
決
し
て
經
濟
法
則
を
孔

2

定
す
る
こ
七
は
で
き
な
い

o,新
に
造
り
出
さ
れ
る
與
件
に
對
應
レ 

て
坐
れ
る
所
の
經
濟
的
現
象
は
必••
ず
し
も
政
治
の
希
望
す
る
通
り
の
狀•
態

示̂
す
と
限
ら
な
い
の

.セ、ぎ
る
。
其
處
ゼ
政
治
，は
又
與
件
の 

經

濟

现

螯

秣

制

經

濟

(■
•
.

.
九
九

.(
一

五
三
五

；

>

i
§
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五
2

0

變
更
を
企.
だ
‘て
る
。
變
M

せ
ら
れ
る
與
件
に
は
又
一
定
の
適
臌
の
仕
方
が
見
ら
れ
る
の
，で
ぁ
る
。
政
治
的
活
動
に
依
つ
て
理
想
通
队
の

效
梁
が
得
ら
れ
る.
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
決
1/.
て
經
濟
法
則
を
蹂
躪
す
る
か
ら.
で
，な
く
<
其
反
對
に
之
を
利
用
す
る
結
娛
で
ぁ
る
に
相
遨

.
• 

. 

-.... 

- 

_ 

'
.

. 

. 

-. 

. 

.■■
■
 

. 

- 

- 

... 

.
*

汝
い
。
，政
治
は
ょ
く
經
濟
法
則
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て.
の
働
き
を
自
覺
す
る
時
に
湖
め
て
經
濟
の
均
衡
，と
發
展
へ
の
力
と
な
る
。
國 

家
の
權
ヵ
は
此
自
覺
の
下
に
活
動
す
，る
も
の
で
^ '
け
れ
放
な
ら
ぬ
。
然
ら
ず
ん
ば
そ
れ
は
冷
い
經
濟
れ
現
實
に
依
つ
て
襄
切
ら
れ
怖
れ 

'な

，し

と

じ

な

い

で

あ

ら

：
ぅ

。

• 

ン 
,

.

■■.-.
、.

:
:

吾

々

舊f

本
I

H

、
；
未S

制

鸫

濟S

成

せ

：る

型

、

否

1

C

と

も

其

裏

せ

る
f

い

ふI

I

:

t

い
0

今
I

 

.
で

の

薪

日

本

：
の

敏

時

經

濟

.
は

不

安

定

セ

务
^

」

«

捣

、
；
»

更
0 ..
5
^
狀

態<

在

る

：

(

註)

ヴ

が

併

し

若

し

今

；日

行

«

か
安
定
せ
る
國
民
經
濟
の.
流

，昨
於
示
，す
と
：す
れ
ば
、
そ
れ
は
眉
家
啲
欲
求
，が
個

.々
の
鏟
濟
主
體.
の
欲
求
：の..
内

部

に

：浸

透

す

.
る
時
、
：又
は 

.
1
1
#
の
逢
體
的
-

致
：が
考
へ
も
れ
る
時
で
ぁ
づ
て.
、.
吾
.々
は
：'其

場

含

に

初

办

て

其

與

件

の

下

：
に
：
_

て

何

等

が

の

社

會

的

意

味

法

則

ー

を

指 

:摘

す.
る

こ"と

が.
で

き

衣.に

相

違*

い_

而

し

て

そ

れ

ば

首

由

：營

利

經

濟

組

織

、
の
；
'下

に

於

げ
 

;:.
て

も

，
：

.
：
.
其

法

則€

.
呼
:
び
#

る

で

あ

ら

ぅ
？
.

-:
:
.
厂

'
:-.

.

:
.、
;
。

.

.
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:
:
?
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1

'
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> 

: 

- 
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.

.

•
. 

■-•
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'

-

:,.c

註)

笞

を

經

濟

法

則

を

萁

々

す

る

場

合

常

に

靜

態

的

な

^

^
濟

法
^

^
み

を

考
^'
し
，
て
居
つ£
。
^ -
^ -
的

發
^
に
^ '
け

る
^

^
法

^

に

關

し 

.

丨

て

は

ノ

純

粹

經

濟

學

の

領

域

に

於

て

ー

勝

的

な

- ^
認

を

得

た̂

^
な

法

則

を

持̂

て

居

ら

ぬ

ザ̂

^
面

に

於

て

理

論

的

硏

^

は

搌

ざ

ね

ば

な

ら 

彳

？

.
ぬ

多

く

の.仕

淹

を

持.つ
'

^

。̂
：.又
更
ー
に
開
題.を

敗

く

：之

つ

：て

經

濟

生

活

全

體

の

發

！

^

就

ズ

は

、
ニ_

^

、

：：

■:
.濟
坐
活
の
金
躐

Co
.發厲
と
い
ふ
こ
と
は
と
：ゎ.もな
ほ
さ
ず
人
間
：の
：社
禽
生
活
の
發
繼
の
麗
と
い..
ふ
こ
と
に
外
な
ら
ず
、
理
論
が
人
問
生
活
の 

':

-.
\歷货
的
變
遝
の
跡
：を
廸
石
こ
と.を硏
洗
目
的
と
せ
；ル
以
上
、
樣̂
な
間
題
に
就
て

—へ
得

:̂
ぃ
の
は
當
然
で
ぁ
る0
純
粹
經
濟
學
の
視
姆
は：
1 

简
的
で
fe
-

o、然
も
威
る
腠
史
的
な
理
想
型
に
限
ら
れ
て
居
る
0
然
る
に
も
枸
ら
ず
理
論
的
武
器
の
應
用
忟
單
な
る
ー
歷
史
货
代
に
限
ら
れ
ず、
'

:
'.
、
廣

く

人

間

め

經

濟

生

活

诠

般

に

及

ぶ

も

の

2

る
.0
,
:
>「

；ご 

n

:'
',

'
'

:

現
：代
に
於
■

け
る
國
嚴
放
篇
が
ノ
ど
ん
な
方
面
に
於
で
從
來
0

經
濟
法
則
の
.

内
容
を
變
べ
る
で
あ
ら
ケ
_

と
>

4

な
'&-

ば
、
そ
れ
は 

先
づ
^ '

”

に
擬
本
的
忙
は
國
民
經
濟
機
權
4

い
ふ
與
- #

:

の_

更
舡
於
て
^

第
一,

1

に
與
件
を
連
紘
し
、
經

濟

現

豫

女

蒙

：す

斯

の

動

力

た

.

■
 

る
經
濟
主
體
办
意
脒
故
動
の
.

方
_

、
略
言
ず
机
£

新
じ
ぎ
經
衡
性
^

:

(

叉
ば
經
齋
性
嚮
._

!

&

良
^

|

1

1

目
5

新
し
.

き
經
濟
#

 

理
を
產
み
出
す
&

:

ど
^

依
0

て
^

;

繁

- 5

ど
考
べ
'

ら
れ
る
。
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ブ
S
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の.
J

具
體
的H

■

作

^̂

あ
る
0

此
様
な
組
織
の
下
に
於
て
坐
產
手
段
の
移
動
が
駔
織
的
に
な
つ
て
個
人
的
決
意
に
依
る
自
由
移
動
が
著
し
<
制
限
さ
れ
る
で
あ 

I

O

又
生
產
手
段
を
結
合
し
尤
如
業
5:.
營
む
こ
と
も
任
意
で
な
く
な
り
、
酿
家
的
意
思
に
添
ふ
方
间
へ
の
.み
向
く
や
ラ
な
仕
紐
に
な. 

:.
る
で
：あ
ら
ぅ
パ
此
意
味
に
於
て
國
家
の
'活

動

：は

經

濟

法

則

：

の
：！
！

成

要*

に

編

人

さ

れ

、
る

と

い

べ

る

。

自

由

競

身

が

全

く

行

は

れ

.
な

く

な 

-

る
如
?

ダ
か
は
、
1
0
に
は
政
|#
當
局
叹
龙
針
の
立
て
方
に
も
傲
る
も
の.
で
あ
る
が
ヴ
筆
者
個
人
の
意
見
と
し
て
ほ
、
競
爭
を
否
定
す 

.
る
：こ.
と
を
望
ま.
な
い
。
生
宠
耍
素：

の
處
分
移
轉
に
し
て
も
、
企
業
の
，經
營
に
し
て
も
*
定
め
ら
れ
た
國
家
的
意
思
に
添
ふ
方
向
に
合
す 

る
限•̂•
之
を
自
由
に
し
私
时
競
郇
を
認
め
>る
方
が
ょ
>

と
思
ふ
。
略
言
す
れ
ば
組
織
化
さ
れ
た
る
部
濟
的
自
由
が
認
め
ら
れ
る
の
が
望 

ま
し
い
o 

'1

切

.^
私
的_

濟.
霞

，を
法
規
的
管
麗
0
下
；
.
に_

ぐ
上
：と
« :
'
'?
今

：日

の

：

.
馨

^

前
進
的
努
力
を
堂
息
さ
せ
は
せ
ぬ
，か
と
薆.
ふ.
る
の
‘で
^

る

.0

.

「

.

，

第
二
の
點
を
具
體
的
に
謂
へ
ば
'

國
家
は
毆
泯
の一

人
々
々
校
全
體
的
意
識
を
深
く
植
え
づ
け
る
や
ぅ
に
.す
る
こ
と
で
あ
る
ミ
そ
れ 

は
各
氍
濟
主
體
の
を
組
攤
化
さ

れ
た
る
國
民
經
濟
«
造
に
適
應
さ
せ
、
國
家
的
意
思
に
添
ふ
様
に
與
件
を
連
給
し
て
以
て
經
濟
現 

象
の
起
動
力
と
な
る
爲
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
經
濟
意
向
，の
變
更
は
若
し
徹
底
蚱
に
行
は
れ
f

ら
ば
經
濟
法
則
の
本
質
を
爲
す
所
の 

'

艇

濟

锂

餘

*
^
制

舞

済
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鸫
濟
理
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御
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-
5

ご

.o
lfo

、

<
意
味
其
物
を
金
く
變
へ
て
し
ま
ふ
で
あ
ら
う
。
：從
や
て-
與
件
を
連
結
す
る
其
連
結
の
仕
•
方
や
與
件
の
變
化
に
適
應
.す
る
英
適
應
の
仕
方 

,

ま
で
變
っ
て.
く
る
に
相
違
な
い
。
自
曲
經
濟
の
經
濟
法
則
は
此
場
合
其
妥
當
性
1

失
ふ
か
も
し_
れ
ぬ
。
併
し
國
家
の
あ
ら
ゆ
る
力
を
以 

て
し
て
も
、
此
樣
激
觀
念
上
の
變
化
を1

人
タ
々
の.
胸
®

に
®

さ
せ.
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
人
々
の
精
神
的
態
度
の
變
化
は
敎
育
や 

.

說
敎
の
感
化
に
依
っ
て
の
み
成
し
遂
げ
ら
れ
る
も
の
‘で
な
く
、
人
々
の
生
活
す
る
自
然
的
旅
び
に
社
會
的
環
境
の
變
化
に
依
存
す
る
所 

'
の
多
い
%;
•
:
の
で
あ
ち

.̂

辕
境
を
變
北
ず
ぎ
も
：の
は
人
間
で
あ
り
' 
又
環
境
の
變
北
忆
依
っ
て
影
響
* .
受
け
る.
の
も
ん
阱
で
れ
るC,

南 

者
‘の
間
祀
拙
關
柄
關
係.
の
あ
>

こ
：
と
：
は

廣

ひ

ゼ

容

れ

：

-&
'
い
で
あ
ら
う
。
吾K

は
時
に
說
明
の
便
宜
上
孰
れ
か1

:

方
を
固
定
さ
せ
セ
置
い 

一：  

'て

他

方

の

動

き

を

明

か

|£
^

る
の
で
^

る
が
、
-'
';
そ

,̂
は
決
し.
て
現
實
の
動
き
を
齎
す
意
味
で
さ
う
す
る
の
で
は
：な.
い
？
實
際
問
題
と
し 

' .
' .V

兩

者

が

*

ん

な

-'
1

1

に
相
互
に
影
響
し
あ
づ.
て
居
飞
か
と
い
ふ
こ
と
は
、.
社
會
科
學一

•
般
に
と
っ
て
頗
る
！
！要
t

問
題
で
あ.
る
：が
、
沌 

. -
.

私
經
濟
學
は
其
處
ま
：で
研
究
め
領
域
を
擴
げ
V
M

ち
紙
。'
純

猝

經

濟

學

，
に

.
批
判
を
加
へ
る
务
く
の
人
：々
は
、'
そ
れ
が「

3

件
じ
の
齔
理
を 

以
て•

「

與
件」

：の.
外
に
擴
哳
る
所
の
宏
大
''
<
0
硏
究
領
域
に
眼
を
0

ぶ
る
こ
と

を

批
難
す
る

。

純
粹
經
濟
學
の
立
場
か
ら
い
ふ
な
ら
ば
、

:  

'此

批

難

は

當

ら

為

い

、
。

そ

れ

'ぬ
自
ら
f t
：
會

：現̂
の
：寓
要
な
る
多
の
を
總
て
泡
栝
す
名
や
う
^

主
張
を.
敢
て
し：

なi

か
ら
で
あ
る
。
寧
ろ 

.
批
難
の
代
り
に
、
與
件
外.
の_
遷

の

梅

究

：
に

依

っ

て

與

件

：
の

_

造
を
；ブ
層
深
<

馨
に
し
て
純
粹
經
濟
學
的
：究
斯
に
協
ガ
す
る
ヒ
と
を 

.

.
そ
れ
：-|
±

欲..す
る
の
で.
あ.
る
0

殊
に.
純
粹
經
濟
學
に
と
つ
て
奢
^
間
題
の
多
い
所
：

Q

發

展

的

、

動

態

の

問

題

：
に

於

，
て

其

協

力

.
の

必

要

が

痛
 

.
感
さ
れ
る.
め
.で
あ
る 
o 
-

.

•

:
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純
粹
經
濟
學
时
硏
究
に
於
け
る
斯
加
る
不
備
は
f

お
く
と
し
て
、.
經
濟
政
策
上
に
於
け
る
國
家
：の
活
躍
；は
如
何
な
る
方
面
に
在
る 

タ
か
とS

ふ
と
と
は
敍
上
の.
說

明

に

依

，つ

て

明

か

で

あ

る

と

思

4
。
へ
即
ち
國
家
はi

方
に
：龙
て
は
國
民
經
：濟
の
蓮̂

て
、
他
方E

於
て
は
爾
餘
の
經
濟
主
膜.
と

共

に

、
，
否

な

此

等

.
の
經
濟
主
權
を
指
導
し
つ
纟
、
.經
濟
的
に
働
く
精
神
に
新
し
き
意
苘
を
羝

へ
る
力
と
し
て
作
用
す
：る
も.の
で
ぁ
る
。
大
多
數.の
國
家
的
施
設
は
前
者
の'領
域
に
於
て
行
は
れ
る
も
の
で
ぁ
る
が-所
謂
る
革
新
的
， 

徹
底
的
な
M

經
濟
組
織
を
確
立
し
て
其
新
し
き
效
果
を
期
待
し
よ
.ぅ
と
欲
す
.る
な
ら
ば
.、
：國
家
の
役
：割
、
國
家
の
意
義
は
當
然
後
者 

の
顧
域
乂
廣
も
重
要
故
使
命
を
見
る
も
の
で
ぁ
各
。
後
#
の
革
新
な
し
に

 

> 唯
•々
前
#
の
：機
樽
的
改
革.の
，み
に
^
っ
^̂
 ̂

^

^
則
の
據
立
を
期
す.る
と
と
は
不
可
能.で
あ
る
。
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